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は じめに
近年,児童生徒の不登校が問題となっている。文部科学省の「児童生徒の問題行動等生
徒指導上の諸問題に関する調査」(文部科学省,2016)では,不登校児童数 27,581人であ
ると報告している。その中の原因で,「無気力」と考えられている児童は7,895人であつた。
この数字が不登校児童の28.3%を占めていることからも「無気力」問題の対策をとる必要性
があると言える。
まず,なぜ無気力が起きるのかについて述べる。杉原 (20H)は運動能力について,無
力感のプロセスについて述べている。
「うまくできない,他の子より下手,負けることが多いといった経験が重なると,
そういつた子どもは,逆に無力感をもつようになる。」(杉原,20H,p.85)
杉原 (20H)が述べるように,子どもは失敗経験による自信の喪失が大きく影響する。
失敗や敗北の経験とともに,他者への劣等感や消極性が生まれる。そこから,運動機会の
減少し,能力が低下することによつて,再び失敗経験につながるという負の連続性ができ
あがる。そのサイクルを杉原 (2011)は,以下の図 1-1のように示している。
この図の中で,杉原 (20H)は,重要な他者からのフィー ドバックを重要視しており,
この「重要な他者」の対象が幼児期と児童期で異なることを指摘している。幼児期では重
要な他者の対象を親や先生としているのに対し,児童期では仲間を対象としている。この
ことから,児童にとつて最も評価や承認が欲しいのは友達であることが言える。その評価
や承認が無かつたり,否定的であつたりすると,図1-1にあるように消極性や劣等感が生
図1-1 運動経験と自己概念と運動能力の関係についての模式図 (杉原12011,p.85)
まれる以外に,居場所をつくれない,他者に対して,安心感が持てない,等のデメリット
が起きると考える。
この負のサイクルは運動だけに限らず,学習面においても同じことが言えると考える。
筆者の実地研究においても,苦手な教科の授業では自信が無いため消極的になつてしまい,
そのため発言できない, 自分の考えを上手く整理できないなどの児童の様子が見られた。
その児童は,授業内で行動が表出しなかったため,他の児童から共感や同意などの評価を
得ることができていなかつた。
これらの無気力による不登校の現状や,筆者の実地研究での経験から,小学校教育で,
児童の自己有用感を育む教育が必要であると考える。自己有用感について,北島 (1999)
は以下のように述べている。
「自己有用感とは 「自分の所属する集団の中で,自分がどれだけ大切な存在であ
るかということを自分自身で認識すること」です。」(北島,1999,p.3)
この定義を学校教育に当てはめると,学級内において自分の存在価値を実感するという
ことになる。さらに,図1-1の重要な他者からのフィー ドバック=友達からの評価になる
と言える。このことから,学習者の相互評価による自己有用感の向上が必要であると考え
る。
また, 自己有用感の向上の必要性は,神戸市で行われた,平成 27年度の「児童生徒質問
紙調査の結果」(神戸市教育委員会,2015)からも述べることができる。小学5年生を対象
に「人の気持ちが分かる人間になりたい」という質問に,当てはまると回答した児童が 76.1%,
「人の役に立つ人間になりたい」という質問に当てはまると回答した児童が 75,2%という結
果が示されている。この回答結果から多くの児童が他者の役に立ちたいと思つていること
が明らかとなつている。 しかし,上述した筆者の実地研究での経験にあつたように児童の
自己有用感が低いと, 自分の無力感と他者への貢献との間で葛藤が起きてしまうのだと考
える。そして,上手く人間関係を構築できない,授業が分からないなど様々な失敗経験か
ら,自己有用感がさらに低下してしまうのだと考える。
自己有用感低下の原因としてコミュニケーション能力の問題も挙げることができる。文
部科学省は「子どもたちのコミュニケーション能力を育むために～ 「話し合 う。創る 。表
現する」ワークショップヘの取組～の審議経過報告のとりまとめ」(文部科学省,20H)の
中で,子どものコミュニケーション能力の現状について,次のように指摘している。
「コミュニケーションをとつているつもりが,実際は相手の話を聞かずに自分の
思いを一方的に伝えているにすぎない場合,または同意や反対の意思を伝えるだ
けで対話になつていない場合が多い」(文部科学省,20H,p.3)
子どものコミュニケーションの現状について文部科学省 (20H)は,「気の合 う限られた
集団の中でのみコミュニケーションをとる傾向が見られる。」ことを指摘している。自分と
価値観や年齢が似たものだけでコミュニーケーションが, 自己表現や他者理解の機会を減
少させていると考える。
また,思いや考えを表現できない原因として,複数の考えつなぎ,整理することの弱さ
があると筆者は考える。筆者は実地研究において,問題や課題に対して自身の考えを述ベ
ることができるが,友達の考えと関係づけて考えることができなかったり,複数の考えを
まとめることが苦手な児童の様子が見られた。これらのような複数の考えを関係づける力
が不足していることも,児童の表現力不足の原因の一つではないかと考える。
このような現状の改善を図るために,本研究では次の2点を目的とする。
①自己有用感を育むための活動を取り入れた授業案の作成
②複数の関係づける力を伸ばすための算数科の授業案の作成
本研究において,算数科の学習を扱う理由として次の点がある。神戸市学力定着度調査
の「児童生徒質問紙調査の結果」 (ネ申戸市教育委員会,2015)で,「算数の勉強は大切だ。」
という質問項目に対し,小学4年生は 80。1%,小学5年生は78.3%と, どちらの学年も他の
教科より高い数値を示している。しかし,「算数の授業が分かる」に当てはまると回答した
児童は,小学 4年生で 51.4%,小学 5年生で 47.0%という結果であつた。さらに,「算数の
勉強が好きだ」に当てはまると回答した児童は,小学4年生で45.8%,小学5年生で40.0%
という結果であつた。このような児童の現状と意識となっている算数科において,現状を
改善するために授業案を考える必要性がある。
その中で,上述した関係づける力を育成するために,算数科の中で 「数量関係」領域を
取りあげる。「数量関係」領域は算数科の学習内容を活用し,理解を深めることや,表やグ
ラフ,式を用いて,問題解決を行うことをねらいとしている。したがつて,「数量関係」領
域の学力を高めることは,本研究で問題としている,「複数の考えをつなげる弱さ」への効
果を示すと考える。
続いて,本研究の目的の 1つである自己有用感の育成について述べる。上述したように
算数科は学力差が大きい教科である。その算数科において,学力の高い児童,学力の低い
児童,両方の意欲を高めることは重要となる。その中で,児童一人ひとりの自信を高める
ために,本研究では自己有用感を取りあげる。自己有用感とは, 自己と集団との関係の中
で生まれる自尊感情の一つである。集団との関係を意識した自己有用感は本章で述べた,
問題点の改善につながると考える。自己有用感について詳しくは,3章で述べる。
本章で述べた,子どもの現状を解決するためには,考えの交流を行い,他者と話し合い
を行うことが必要と筆者は考える。算数科では,表やグラフ,式を書くといつた自分の考
えを表現する活動がある。また,測定をしたり,具体物を用いたりなどの算数的活動を授
業の中で行 う。これらの活動を個別で行 うのではなく,友達と考えを交流したり,思考の
根拠について説明したりなどの,他者と交流が必要であると考える。そのため,本研究の
授業立案においても,話し合い活動の場を取り入れる。そして,話し合い活動の手法とし
て,ワー ル ド・カフェを取り入れる。ワール ド・カフェを取り入れる理由として以下の 2
点を示す。
1点目は,ワー ル ド・カフェは通常の話し合い活動ではなく,模造紙を使用しながら話し
合いを行 う。そのため,言語だけでなく,図や絵での自己表現が可能となる。それにより,
話すことが苦手な児童に対しても,自分の考えを伝えやすくなる。また,学力が低い児童
にとつても視覚的な情報を取り入れやすくなるため,学習内容の理解を深めることにつな
がると考える。
2点日は,ワー ル ド・カフェの特徴の一つである「移動」の有効性である。ワール ド・カ
フェはグループを固定して話し合いを行 うのではなく,話し合いの中で,メンバーを交替
する。そして,交替した先で,前のグループで話していた内容を新しいメンバーに伝える
役割を各自が担 う。そうして,話し合いの活動の中で全員が役割を持つことで,主体的な
参加を促すことにつながると考える。そして, 自身の役割を実感 したり,活動に主体的に
参加したりした体験は自己有用感の高めると考える。
ワール ド・カフェについての詳しい内容は4章について述べる。
話し合いを通して自己有用感を高める授業案の立案が本研究の目的となる。 しかし,自
己有用感のように,学習者の内面を表す情意面は変化が実感 しづらい,評価が難しいとい
うことが挙げられる。そこで,本研究は,学習者の情意面を可視化するために,ポー トフ
ォリオを活用する。学習活動を通して分かつたことや,話し合い活動の中で,気づいたこ
と良かつたことなどをポー トフォリオにまとめて,学習履歴を可視化する。そこに学習者
の相互評価を入れることで,情意面の変化に気づけることをねらいとする。ポー トフォリ
オについては5章で詳しく述べる。
第 6章では,それまでの内容を取り入れた授業案の提示をする。学習内容は第 6学年・
算数科の 「比例と反比例」を取りあげる。理由として,本単元は「数量関係」領域の学習
内容であること,実地研究やスクールサポーターの経験の中で,比例の学習は児童の間違
いが多かったこと,本単元はグラフや表,式など表現する方法が多様で児童の様々な考え
を引き出すことが可能であること,の3点である。次章から本研究の内容について述べて
いく。
第 1
?? 「数量関係」領域の学習内容とその困難点
本研究で対象とする,「数量関係」領域のねらいは算数科の各領域の内容を理解したり,
活用したりする際に用いられる数学的な考え方や方法を身に付けることにある (文部科学
省,2008)。本章では,「数量関係」の学習内容を概観する。そして,小学校段階の中で,
どのように関連 。発展していくのかを把握する。
さらに,その中で数量や図形について取り扱う際に必要となる「関数の考え」に着日し,
その指導の留意点と全国学力・学習状況調査問題の分析から見る理解への困難点について
考察を行う。
第 1節では,学習指導要領解説算数編における「数量関係」について概観する。
第2節では,小学校での関数の考えの発展と関連について概観する。
第3節では,関数の捉え方と指導について,先行研究から考察する。
第 4節では,全国学力・学習状況調査の問題分析から「関数の考え」から比例について
困難点を分析する。
第 1節 「数量関係」領域の学習内容
第 2節 小学校段階における「関数の考 え」の単元内容
第3節 関数の捉え方と関数指導の留意点
第4節 全国学力・学習状況調査から見る課題
第 1節  「数量関係」領域の学習内容
本節では「数量関係」の学習内容をおさえるために,小学校学習指導要領解説算数編 (文
部科学省,2008)の中で,「数量関係」領域の学習内容を述べていく。そして,小学校学習
指導要領解説算数編においての「数量関係」のねらいについて整理を行う。
この領域のねらいについて,小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)にお
いて次のように記述されている。
「この領域のねらいは,「A数と計算」,「B量と測定」及び「C図形」の各領域の
内容を理解したり,活用したりする際に用いられる数学的な考え方や方法を身に
付けること,また,数量や図形について調べたり,表現したりする方法を身に付
けることである。」(文部科学省,2008,p.47)
上述の内容を整理すると数量関係においてのねらいは次の2点となる。
①各領域の内容の理解と活用をする際に用いられる数学的な考え方や方法を身に付
ける
②数量や図形について調べたり,表現したりする方法を身に付ける
現行の学習指導要領は,言葉,数,式,図,表,グラフなどを用いた思考力,判断力 ,
表現力等を重視するため,低学年から「D数量関係」の領域を設け各学年において充実を
図つている。
小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)において, この領域では,①「関
数の考え」② 「式の表現と読み」③ 「資料の整理と読み」の 3点を学習内容として示して
いる。また,それらにおいて,数量やその関係を数,式,図,表,グラフなどに表したり
調べたりする力,言葉を用いて表したり調べたりする力,判断したり,説明したりする力
の習得が大切であることを述べている。
平成 10年度版学習指導要領算数編 (文部科学省,1998)において,低学年では,「数量
関係」領域は設定されていなかつた。しかし,平成20年度版学習指導要領算数編 (文部科
学省,2008)では,低学年から「数量関係」の領域が取り入れられている。これらのこと
から「数量関係」の重要性を示していると言える。
この「数量関係」の領域は上述したように,「関数の考え」,「式の表現と読み」,「資料の
整理と読み」を主な内容として分類分けしている。これらの学習内容を小学校 6年間で,
どのように学習していくのかを確認する。
小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)の中で,「数量関係」の各学年の主
な学習内容を表にまとめている。
この領域の各内容を表に学年別に分類し,整理したものが以下の表 2-1となる。横の軸
を1年生から6年生の学年ごとに,縦の軸をそれぞれ,「関数の考え」,「式の表現と読み」,
「資料の整理と読み」と「数量関係」の学習内容に分けたものを示している。
表2-1 「数量関係」領域の学習内容
学年 関数の考え 式の表現と読み 資料の整理と読み
第 1学年 ものとものとの対応
数の大小や順序
一つの数をほかの数との和や差
としてみること
加法及び減法の式の表現と読み ものの個数を絵や図などを用い
て表したり読み取つたりするこ
と
第2学年 数の大小や1頂序
一つの数をほかの数の積として
みること
乗数が1ずつ増えるときの積の
増え方
加法と減法の相互関係
乗法の式の表現とその読み
( )や□などを用いた式
身の回りにある数量を分類整理
し,簡単な表やグラフを用いて
表したり,読み取つたりするこ
と
第3学年 乗数または被乗数が0の場合を
含めての,乗数が 1ずつ増減し
たときの積の変化
除法の式の表現とその読み
数量の関係を式に表し式と図を
関連付けること
□などを用いた式
資料を分類整理し,表やグラフ
を用いて分かりやすく表したり
読み取つたりすること
棒グラフの読み方や書き方
第4学年 二つの数量の関係と折れ線グラ
フ
四則の混合した式や( )を用い
た式
公式についての考え方と公式の
活用
□,△などを用いた式
四則に関して成り立つ性質のま
とめ
。資料を二つの観点から分類整理し
て特徴を調べること
。折れ線グラフの読み方や書き方
第5学年 。簡単な場合についての比例の関
係
数量の関係を表す式 ・百分率
。資料の分類整理と円グラフや帯
グラフ
第6学年 上ヒ
比例の関係 を式,表,グラフを
用いて調べること
比例の関係を用いて,問題を解
決すること
反比例の関係
文字α,xなどを用いた式 資料の平均
度数分布を表す表やグラフ
起こり得る場合を調べること
縦軸にある「数量関係」領域の学習内容について小学校学習指導要領解説算数編 (文部
科学省,2008)での記述をもとに説明をしていく。
まず,関数の考えについてである。小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)
では関数の考えについて次のように述べている。
「関数の考えとは,数量や図形について取り扱う際に,それらの変化や対応の規
則性に着日して問題を解決していく考え方である。関数の考えによって,数量や
図形についての内容や方法をよく理解したり,それらを活用したりできるように
すること,また,伴つて変わる二つの数量の変化の関係を考察 し,特徴や傾向を
表したり読み取つたりできるようにすることが大切なねらいである。(文部科学省 ,
2008, pp.49-50)
文部科学省は小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)において,関数の考
え方を生かしていくための配慮として3点を挙げている。
「第一に,ある場面での数量や図形についての事柄が,ほかのどんな事柄と関係
するかに着目することである。そうした関係に着目することで,二つの事柄の間
の依存関係を調べることができるようになる。これが関数の考え方の第一歩であ
る。その際,考察の対象となる事柄の範囲を明確にすることも大切である。
第二に二つの事柄の変化や対応の特徴を調べていくことである。伴つて変わる
二つの数量の間には,変化や規則性などの関係を見付けられることがある。数量
やその関係を言葉,数,式,図,表,グラフを用いて表し,そのように表現され
たものからさらに詳しく変化や対応の規則性の様子を読み取ることもできるよう
になる。
第二に,上のようにして見いだした変化や対応の規則性を,様々 な問題の解決
に活用し,その思考過程や結果を表現したり,説明したりすることである。」
(文部科学省,2008,p.50)
続いて,式の表現と読みについてである。小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省 ,
2008)で以下のように述べている。
「日常の事象の中に見られる数量やその関係を表現する方法として,言葉,数,
式,図,表,グラフがある。その中でも式は,事柄や関係を簡潔,明瞭,的確に,
また,一般的に表すことができる優れた表現方法である。式の指導においては,
具体的な場面に対応させながら,事柄や関係を式に表すことができるようにする。
さらに,式を通して場面などの意味を読み取り言葉や図を用いて表したり,式で
処理したり考えを進めたりすることが大切である。さらに,式を,言葉,図,表,
グラフなどと関連付けて用いて自分の考えを説明したり,分かりやすく伝え合つ
たりできるようにすることが大切である。」(文部科学省,2008,pp.50‐51)
小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)の中で,式の働きについて以下の
点を挙げている。
(ア)事柄や関係を簡潔,明瞭,的確に,また,一般的に表すことができる。
(イ)式の表す具体的な意味を離れて,形式的に処理することができる。
(ウ)式から具体的な事柄や関係を読み取つたり,より正確に考察したりすることが
できる。
(工)自分の思考過程を表現することができ,それを互いに的確に伝え合うことがで
きる。
次に式の読み方として,次のような場合がある。
(ア)式からそれに対応する具体的な場面を読む。
(イ)式の表す事柄や関係を一般化して読む。
(ウ)式に当てはまる数の範囲を,例えば,整数から少数へと拡張して,発展的に読
む。
(工)式から問題解決などにおける思考過程を読む。
(オ)数直線などのモデルと対応させて読む。
最後に資料の読みと整理についてである。小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省 ,
2008)で以下のように述べている。
「目的に応じて資料を集めて分類整理したり,それを表やグラフなどを用いてわ
かりやすく表現したり,特徴を調べたり,読み取つたりできるようにすることが
ここでのねらいである。そうした活動を通して,的確な判断をしたり合理的な予
測をしたりするような態度を育てることも大切である。それは,多くの情報があ
ふれる現代の社会の中にあつて,特に重要な意味を持つものである。このように
算数が活用されることに気付くことによつて,算数の価値を実感できることにも
なる。」(文部科学省,2008,p.52)
小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)では, 目的に応じた資料の分類整
理をし,表現,読み取りの能力を伸ばすためには,以下の学習活動を通して,知識及び技
能,考えや表現の仕方,活用の仕方を児童が身に付けられるようにするための配慮を述ベ
ている。
(ア)目的を明確にし,それに沿った資料を収集するようにする。
(イ)資料を分類整理し,それを表やグラフを用いて表したり,百分率や平均などを求
めたりして,資料の特徴や傾向を読み取る。
(ウ)これらの資料の特徴や傾向に着目することによつて,事柄の判断や予測をしたり,
様々な問題の解決に活用し,その思考過程や結果を表現したり,説明したりするよ
うにする。
小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)の中で,算数科の目標として「算
数的活動の楽しさ」や 「数理的な処理のよさ」に気付くことを挙げている。また,筆者の
実地研究の経験において文章問題でどの数量が関係 しているのか, どの数量が問われてい
るのか読み取れない児童がいた。そのためこの領域において,児童に最も身に付けさせる
べき能力は「数量の変化や対応の関係に気づくことができる能力」であると考える。その
力を身に付けることで,数量の変化や,関係性に気づくことができると考える。そうして
身に付けた力をベースに,式に表現する力,必要とされる資料を選択する力, 自分の思考
過程を表現する力などの力を身に付けていくことができると筆者は考える。そのために,
「数量関係」の領域で「関数の考え」を取りあげる。その理由として,小学校学習指導要
領解説算数編 (文部科学省,2008)でも述べている通り,数量や図形を取り扱う際に関数
の考えを必要としており,それを立式であったり,資料の読み取りであつたりと問題解決
に活かしている。そのことから,算数を学習する上で,「関数の考え」を身につけることが
学習内容の土台になると考える。
そのため,本研究では「関数の考え」の中でも,「数量の変化や対応の関係に気づくこと
ができる能力」を身につけるための単元として6年生での「比例と反比例」を取りあげる。
比例の関係は一方の数量に合わせて, もう一方の数量も変化していく。その変化はどち
らも規則的に変化する性質がある。変化が規則的であるため,変化の特徴を児童にとつて
も読み取りやすいと筆者は考える。また,2つの数量は同時に変化していくため,2つの数
量の対応についても気づくことは児童にとつても分かりやすいと考える。 しかし,変化の
中には比例ではない変化も存在する。そのような変化と,比例の変化とを区別できるため
の指導を授業づくりの中で取り入れる必要が考えられる。
次の章では,6年生で「比例と反比例」を学習するまでに,関数の考えを形成するために
どのような学習を行うのか,教科書の内容と合わせて,概観していく。そして,「比例と反
比例」を学習するまでに重要となる学習内容を確認するとともに,「比例と反比例」につい
ての学習内容の概観も行う。
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第 2節 算数科教科書における「関数の考え」に関す る単元
前節では「数量関係」の学習内容を概観 し,その中での,「関数の考え」について焦点を
絞つた。本節では「数量関係」領域の中で,「関数の考え」の学習内容が「新しい算数」(東
京書籍,2015)の,単元との関連を整理していく。前節で述べた数量関係の「関数の考え」
は各学年で設定されている単元があり,指導が行われている。以下の表 2‐2は学習指導要領
における「関数の考え」領域の内容と「新編 新しい算数」(東京書籍,2015)の内容で,
第 1学年から第6学年の対応を表にまとめたものである。
表2-2 各学年における「関数の考え」と「新しい算数」との関連表
学年 学習指導要領の関数の考えと「新し
い算数」(2015)との関連
「新しい算数」での単元
第 1学年
ものとものとの対応 1「なかまづくりとかず」
・数の大小や順序 2「なんばんめ」
。一つの数をほかの数との和や差と
してみること
3「いくつといくつ」
第 2学年
数の大小や順序 5「100より大きい数をしらべよう」
。一つの数をほかの数の積としてみ
ること
12「九九をつくろう」
・乗数が 1ずつ増えるときの積の増
え方
12「九九をつくろう」
第3学年
・乗数または被乗数が0の場合を含
めての,乗数が 1ずつ増減したとき
の積の変化
1「九九を見なおそう」
第4学年 二つの数量の関係と折れ線グラフ 1「グラフや表を使つて調べよう」
第5学年
。簡単な場合についての比例 3「変わり方を調べよう」
第6学年
。 歩ヒ 8「割合の表し方を考えよう」
。比例の関係を式,表,グラフを用
いて調べること
「比例をくわ しく調べよう」
・比例の関係を用いて,問題を解決
すること
。反比例の関係
表 2‐2から,本研究で,取りあげる「比例と反比例」の学習までの学習内容についての関
連と発展を読み取ることができる。低学年で乗法を学習し,乗数と積との関係についての
学習から,比例関係の理解についての素地を養つていると考えられる。そして,中学年で
グラフや表といつた表現方法についての学習を行う。それらを踏まえて高学年になり,比
例の原理についての学習や,比例関係の事象についての学習を行つている。
続いて,比規則的な数量の変化が用いられる第 6学年で取り扱 う「比例と反比例」の指
導について考えていく。まず,比例 (正比例)についておさえておく。比例の意味を日本
数学教育学会 (2009)は次のように述べている。
「二つの数量△。口があつて,△の値が2倍,3倍,・・・になると,それに対応す
る日の値も,2倍,3倍,・・ 。となり,また,△の値が 1/2,1/3,1/4,・・・にな
ると,それに対応する国の値も1/2,1/3,1/4,・・・になるとき,「□は△に比例す
る」という。」 (日本数学教育学会,2009,p.255)
この比例を学習する上で児童が間違いやすい問題として,2つの数量が両方とも変化する
場合は全て比例であると考えてしまうことにある。比例ではない関係の例として,身長と
体重の関係である。2つの数量の変化が一定でもなければ,関係性もない。この例のように
両方に変化が見られる場合でも比例をしている場合と比例をしていない場合の違いを児童
?
?
に気づかせることが指導において配慮すべき点となる。
続いて反比例である。反比例の意味を日本数学教育学会 (2009)は次のように述べてい
る。
「二つの量xとyがあって,
るyの値は 1/2, 1/3, になり,
応するyの値は4/3,2倍,・・
(日本数学教育学会,2009,p.
xの値が2倍,3倍,・・・になると,それに対応す
また,xの値が3/4,1/2,・・・になると,それに対
。になるとき「yはxに反比例する」という。」
258)
反比例の大切な点は 「xy=一定」であることである。この一定の数を「比例定数」と小
林は述べている。このことに注意をして指導を行わなければ,児童が反比例について 「一
方が増加して他方が減少するものが反比例」という勘違いを生み出すことに繋がる。
小学校段階で比例・反比例の関係を理解 しておくことが中学校以上にあがつてからの 1
次関数や 2次関数などの関数の学習での生徒のつまずきを防止する,小学校第 6学年の理
科で学習する`てこ'の原理に理解に繋がるなどの効果があると筆者は考える。また,比例と
反比例の関係を理解することは,移動時間の推測や仕事量の推測など, 日常生活において
も見通しを立てることに役立つと考える。そのため,小学校段階において比例 。反比例の
関係を見つける力を身につけることは非常に重要なことであると筆者は考える。
次節では,本節で整理した「関数の考え」の 「関数」に着目し,捉え方と関数の指導に
おける留意点について考察を行う。そして,関係づける力を育成する授業づくりに活かす。
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第 3節 関数の捉え方 と関数指導の留意点
本節では,本章の第 1節,第2節で整理を行つた,「数量関係」領域の中で,「関数の考
え」についてより深く考察していく。「関数」の捉え方を概観し,関数に関する示唆を得る。
そして,その理解を授業づくりに活かすための留意点について考察を行 う。
小学校の算数科の中で,数量と数量を関係づけることの学習として,「数量関係」領域が
ある。これらの内容においては,数量そのものだけでなく,その関係を表したり,調べた
り,判断したり,説明したりとすることが大切であるとしている。
「数量関係」領域においては,前節で述べた通り,関数の考えが重要と筆者は考える。
関数の考えについては,本章第 1節で述べたとおりである。
この考え方の中で重要な要素となるのが,「関数」である。この関数について述べていく。
関数の定義について,2つの考え方があり,國本 (1990)はその2つを「対応による定義」,
「関係による定義」としている。
まず,対応による定義についてである。國本 (1990)は次のように述べている。
「集合A,Bがあつて,Aの各要素aに対して,Bの各要素bがただ1つだけ対応
するとき,この対応 (一意対応)をAからBへの関数といい,f:A→BまたはA→B
と表す。」(國本,1990,p.104)
続いて, もう一方の定義である「関係による定義」である。國本 (1990)は次のように
述べている。
「集合A,Bあつて,直積 A×Bの部分集合をAからBへの関係という。この場合 ,
関係に属するどの2つの順序対をとつても第 1要素が同じものはすべてその第2要
素も同じであるとき,順序対 (a,b)を要素とする集合を関数という。」
(腫日本,1990,p.104)
これらの 2つを関数の定義として捉え,本研究を述べていく。そして,この関数の定義
にあるように,「対応」や 「関係」について考えていくことが 「関数の考え」につながる。
この関数の考えの必要性について日野 (2002)は,算数を実際の場面に適用するためには,
必ず数量関係の判断や推理が必要であることを述べている。
関数の考えについて, 日本数学教育学会 (2009)は,関数の考えについて次のように述
べている。
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「ある数量について調べようとするとき,それと関連の深いほかの数量を見つけ,
それらの数量の間に成 り立つ対応の関係を明らかにして,その関係を利用して考察
していくことが関数の考えの基本である。」(日本数学教育学会,2009,p.9)
関数の考えには様々な側面がある。國本 (1990)は,関数指導において方法的側面をも
りこんだ「関数的見方・考え方」の必要性を示している。この「関数の見方・考え方」は,
文部科学省が学習指導要領解説で述べている「関数の考え」と同義として本研究では捉え
る。この「関数的見方・考え方」は,関数の定義や性質などの内容的側面を作り上げる基
本になる考え方であり,その「関数的見方・考え方」として國本 (1990)は,次の 6つの
考え方を示している。
(1)集合の意識をもつこと (集合の考え)
(2)2つの数量の依存関係に着目すること (関係づける考え)
(3)数量を変化させて考える (変数の考え)
(4)「決めれば決まる」という考え (対応の考え)
(5)対応のきまりや変化の特徴をみつける (帰納的な考え)
(6)対応のきまりや変化の特徴を利用する (応用の考え)
これらの考え方を統合したものを國本 (1990)は「関数的見方 。考え方」としている。
一つの数量関係に対して,6つのそれぞれの考え方を組み合わせて取り組むことが関数的見
方・考え方」を育てることになり,それは,活用することによつて他の学習内容の理解の
深まりや問題解決に役立てることができる。そのため,國本 (1990)は「関数的見方 。考
え方」を小学校から系統的に育成することの重要性を指摘している。
関数の表現においては表・グラフ・式を用いて考えることが多い。これらの表現手段を
用いる理由として対応のきまりや変化の特徴を見出したり,考察したりすることに活用を
できるからである。 日野 (2002)はこのことに加えて,「グラフをかく技能ばかりでなく,
それぞれの表現の特徴を理解し,有効に活用していく仕方を学んでいくべきである。」とも
述べている。
日野 (2002)の述べている通り,表現方法を活用する力は関数において重要であると筆
者も考える。しかし,それ以上に表現されている表やグラフ,式から情報や考え方を読み
取る力を身につけることが必要ではないかと筆者は考える。そのため,筆者は小学校段階
の算数では,グラフや表をかくという活動ではなく,グラフや表,式について児童同士で
読み取り,交流し,それらの情報から何を読み取ることが出来るのか, どんなことが分か
つたり,気づけたりするのかということについて話し合い,考えをまとめていくという学
習活動が重要となつてくると考える。
そのためにはそれぞれの表現手段にどのような特徴があるのかということを理解してお
く必要がある。それぞれの特徴を理解し,活用方法を理解していなければ,適切でない表
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現方法を用いることになり,かえつて学習に対する理解を妨げることになるおそれがある。
そのため,グラフ・表・式それぞれの利点や特徴を理解するために, 日野 (2002)の説明
をもとに考察していく。
まずは表についてである。表のよさについて日野 (2002)は「表 ,有限個の数値につ
いての対応や変化が表されるというよさがある。」と述べている。表では,二つの数量の間
の規則が見出される。表には縦にみる見方と横にみる見方の 2種類があり,それぞれ,縦
にみる見方を「数量の対応に着目する見方」,横にみる見方を「数量の変化に着目する見方」
となる。子どもは数量の変化である「横にみる見方」に着目しがちになるため,表を考察
する際には,縦と横,両方の見方ができるように指導をしていく必要性がある。
続いて,グラフについてである。グラフの特徴として,対応する値そのものが 1つの点
としてはっきり表され,無現個のサンプルを表せるということである。さらにグラフのよ
さとして日野 (2002)は「視覚的に訴えることができ,値の対応する様子や変化の特徴が
一日でわかるというよさがある。」と述べている。
最後に式についてである。式の特徴は対応のきまりを示していることにある。日野 (2002)
は,「式は,手続きを示していてわかりやすく,代数的な変形ができるというよさがある反
面,数量の変化をそこから読み取るのは難しい。」と説明している。例えば (速さ)× (時
間)=(距離)という式がある時,速さが一定の場合,時間が 2倍になると,距離も2倍
になるということが計算式で数字を代入 していくと式の結果から理解することができる。
しかし,式だけでは,時間の数字が 1増加した時,距離は速さの数値分だけ変化するとい
う対応には気づきにくい。
これらの日野の説明から,数字の変化を視覚的にわかりやすくできるのはグラフ,1つひ
とつの対応と変化を読み取りやすくするのは表,立式によつて対応のきまりを見つけ,代
数によって数値を見つけやすいのは式, とそれぞれ活用されている場面を考える必要があ
るということが改めて分かる。これらの特徴の理解と問題に適応 した表現手段を児童が把
握できることが関数に関する児童の理解を深めることができるのだと筆者は考える。
実際に,児童に関数の考えの力を身につけさせるためにはどのように指導をすると良い
のか。その指導のポイントについて日野 (2002)の指導のポイントを基に考察を行う。
日野 (2002)は関数の考えについての指導のポイントとして 4点挙げている。その4点は
以下の通りである。
①パターンや関係に関わる活動を,就学前の早い時期から始めるべきである
②パターンや関係に関わる活動は,徐々 に見出したパターンを言葉や記号を用いて数
学的に表現することへと進んでいくべきである
③実世界での異なる状況,実験的な状況を含めて,量の関係を表したり,理解したり,
予測したり,結論を導いたりするために,数学的モデルを使うことである
④様々な文脈での変化に注意し,学年に応じてその特徴を調べたり,記述したり,予
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測したりする活動を取り入れることである
それぞれのポイントについて詳しく説明していく。日野 (2002)は第 1のポイントとし
て次のように述べている。『「音や形,簡単な数の列のような様々なパターンついて気づい
たことを挙げたり,記述したり,続きを考えたりする」「1つのパターンを,絵や図などの
色々な表現で記述してみる」』これらの活動を通すことが,規則性を見出したり,予想した
りするとともに,様々 な種類のパターンがあることの認識につながっていくとされている。
次に第 2のポイントとして, 日野 (2002)は『中学年辺りからは,パターンの構造化や
変化の仕方を解析 し,得られた情報をうまく使つて,パターンの中にある数学的な関係を
一般化していけるようにしたい』と述べている。
続いて第 3のポイン トである。量の関係を表したり,理解したり,予測したり,結論を
導いたりするために数学モデルの活用をおこなうことである。日野 (2002)は「現実では,
様々な理由から必ずしも予測と観測結果が一致しないこと,よいモデルに基づいた予測は,
結果に近い値になること,同じ状況を違 うモデルで探究できることなどに対する理解,な
どを中学年から理解を徐々に深めていきたい。」と述べている。
最後に第 4のポイントである。日野 (2002)は「様々な文脈での変化に注意し,学年に
応じその特徴を調べたり,記述したり,予測したりする活動を取り入れること」と述べて
いる。身の回りに浴れている変化への記述の仕方に,質的なものと量的なものとがあり,
表やグラフなどの道具を使 うことで,より変化が見えやすくなる。そうした変化に注目し
ていくことで,中学,高等学校で学ぶ様々な関数を理解する上での素地になることを述ベ
ている。
このように段階分けていくことで,より指導の充実を図ることが児童の関数の考え方の
理解を深めることに繋がると筆者は考える。そのためには,様々 なパターンを教師側が用
意し,そのパターンについて児童同士でどのような見方ができるのか,変化の特徴はどこ
にあるのかといったことを,お互いに見比べる活動が必要と考える。そうすることで,関
数の考え方に対して,より広い視野をもつて考えることができる素地を養うことができる
と考える。
本節では,学習指導要領に記されている「関数の考え」を起点として,関数の捉え方 ,
関数の考え及び関数的見方・考え方についての考察,そして関数指導における在 り方につ
いて國本 (1990)と日野 (2002)の考察を参考に考察してきた。関数について考えるとき,
集合しているという広い視野を持つ必要性はもちろんのこと,様々 な試行錯誤をしてどの
ような条件が関数関係にあるのかを児童に探究させていくことが指導において必要なこと
と筆者は考える。そうすることで,関数において「変化と対応」を児童が見つける力を身
につけることができるのではないかと考える。そのためには, 日野は消極的であったが,
グラフや表を書くという活動も活用していく必要があると筆者は考える。なぜなら,説明
することが苦手な児童が自分の考えを説明するために,表やグラフなどの視覚的資料が活
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用できることによつて説明しやすくなるということ,また,現在増えてきている特別な支
援を必要とする児童には日に見えて分かる資料をつくる 。読む 。考えるという思考に大き
な手助けになると考えるからである。その資料を話し合い活動の中で,活用していくこと
で,学級内において学習内容の理解を相互に深めることができると考える。その理解の深
まりは,学習意欲の向上にもなる。
また,本節で述べた通り,読み取りについての指導も重要であると考える。授業の中で
それぞれが作成 したグラフや表,式などを題材として,その表現方法が何を表しているの
かということについて話し合いが行われる必要があると考える。その活動によつて,児童
の情報を読み取る力が身につき,読み取つた情報を基に活用していくという展開が自然と
行われていくと考えられるからである。その時,活用するために,児童は自然と関数の定
義や性質に対して無意識のうちに考えていくことになると筆者は考える。
本節で,述べた 「関数の考え」は児童にとつてどのような困難点が見られるのか。その
困難点を把握するために,次節で全国学力・学習状況調査問題の分析から,児童がどのよ
うな認識や間違いがあるのか考察を行う。
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第 4節 全国学力・学習状況調査か ら見る課題
本章では,第1節から第 3節にかけて「数量関係」と「関数の考え」について小学校学
習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)や日本数学教育学会 (2009),國本 (1990)
や日野 (2002)の考え方に基づいて考察を行つてきた。本節では,平成 26年度から28年
度の全国学力・学習状況調査の算数 B問題の中で,関数に関する問題を取り上げる。そし
て,児童の回答類型や正答率などの分析結果から,関数において,児童にどのような困難
点があるかを考察していく。
関数の問題に関して,子どもがどの程度の力が身についているのかを確認するために,
平成26年度から平成 28年度にかけての 「全国学力・学習状況調査」の算数B問題から関
数に関する問題をピックアップして取り上げ,正答率,無回答率,学習指導要領の領域を
合わせて表にまとめたものが表 2‐3となる。
全部で3間と関数に関する問題数自体は少ないが, どの問題も正答率が50%台～60%台
と正答率は約半分と低くなつている。しかし,無回答率は5%未満と大半の児童が何かしら
回答を書くことはできている。そこで,問題の内容を児童の誤答例と合わせて見ていき,
児童にとつての困難点がどこにあるのかを考察していく。
まず問題番号①についてである。問題を図2-1として,児童の回答例を表24として以
下の図に示すとおりである。
表2-3 全国学力・学習状況調査算数B問題26年度～28年度関数に関する問題
No. 出題年度・問題番号 正答率 無回答率 学習指導要領領域
① 平成26年度□(1) 62.4% 1.7% lA(1)イ/4D(1)ア
② 平成28年度□(1) 56.3%3.0% 3D(2)ア/4D(2)ア
③ 平成28年度□(2) 50.0% 4.2%3A(5)イ/4D(2)ア/5A(3)ア
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春 棄 の 時 饉 ほ.打楽 器 で リズム の線 響 を し てい ます 。
t寒1 ま さる さん は, ダンプ :メ ンでで の 4 rf囀の リズム を何 霧 か く`J鑢します .
まさる さんが :rき、藤 彗穫〔漆 壽す る リズム を.●の リズム と します。
1小節 鶏の ① の リズム を2霧餞に演 棗す るの は、5小節 墨です。
この よ
で す か り
4小節の リズム
う:1考え る と,①の リズ ム を30壺!=漆奏 す るの 1ま.何小 節 薗
答 え 警書 き 壼 しよう。
F葛 、難 群 | を 1・簑 g 3′:ヽ野 日「 =■
・締 目 ]も ,1,飾鐵  ■ 卜辞 獲 ― ・
⑭ の り策ム
図2-1 平成26年度全国学力・学習状況調査算数B問題日 (1)
表2-4 図2-1の問題の児童の回答例
区
闘種番号 解 警 蟻 型
薇専率
( 〉ヽ
霊答
国
?
?
?
, t騨客 していう t,・rl 62.4 ◎
t3 と解答 している ,ヽの 05
3 10 お騨答 していうt,の 15.■
?
?
?
13 と騨答Lてい 7●1,の
?
〓
L記以外の解審 116
0 澪解答
この問題では⑦のリズムと4小節のまとまりとの対応関係を理解することが,問題を理
解する上で重要な部分であると筆者は考える。⑦のリズムと4小節のまとまりとの対応関
係を表してまとめたものが下記の表25となる。
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表2-5 問題番号①の内容を表に表わしたもの
4小節のまとまり 0 1 2 3 5
⑦のリズムがくる
小節
1 5 9 13 17
?
?
表25では,⑦のリズムと⑦のリズムが来た時点で4小節のまとまりが何回あるかを対
応関係として示している。例として⑦のリズムが1回目にくるのは1小節目なので,「1」。
4小節のまとまりは, この時点でまだひとつも完成していないので「0」 となっている。こ
の表の2つの数量の関係を式に表わそうとした場合,次のように立式することができると
考える。「(4小節のまとまり)×4+1=(⑦のリズムがくる小節)」。この式を使用して問題
に当てはめると,聞かれていることは「3回目の⑦のリズムがくる小節」なので,この時点
で4小節のかたまりは2できていることになる。この「2」 を先程の式に当てはめて「2×4
+1=9」となり,答えは9小節目と回答することができる。
この問題では,児童の誤答例として「10」や「12」という回答が見られたり,回答類型9
では「8」 という回答も見られたりした。これは,⑦のリズムと4小節との関係を把握でき
ておらず,⑦のリズムを4小節と分けて考えてしまったり,4小節の中の4小節日で数えて
しまつたりと⑦のリズムと4小節との関係性を文章だけの情報では児童が理解することが
できなかつたからであると筆者は考える。これは推測であるが,表2‐4で筆者が示したよう
に表が提示されていれば,たとえ虫食いの形であつたとしても正答率は大きく変化したの
ではないかと考える。
この問題から,児童は対応する2つの数量に対して,それぞれの変化だけを考えること
はできるが,2つの数量の対応関係がどのようになっているのかということを文章から読み
取ることは児童にとつて困難点であるのではないかと筆者は考える。表やグラフなどの視
覚的な資料があればそこから2つの数量の対応関係を読み取ることができるが,文章だけ
であるとそれができない。このことから, さらに文章から読み取れる情報から表を作成す
る力も弱いではないかと推測する。
続いて,問題番号②についてである。問題番号②は以下図2-2のようになっている。
?
?
俸 書の時間 |■,40鋼′ヽ 一 ドル走 を17います,
次の圏の よ う|■.⌒一 ド'卜と′ヽ 一 ド″'の聾
がそれぞれ.5翔、
|=なるよ う1■―― ド苺を4台ずつ鑽 くヽ ,40翻の議一ス 1■A,
の フース をつ くります。
5.5111.6m
き,Cの3つ
40轟のコースにノヽ 一 ドルを置いた鋼
スター ト ゴール
Aフー ス
B「― ス
C'―ス
こ う ピ さ ん |ま,^一 軒 轟 と ′ ヽ一 ド 「 =の
間 が 5 rTlであ る AF一 ス 昴 ・ ス タ ー ト
地点か ら4台口のハー ドル を鑽 きます。
(1)Aコース|ま,スダー ト地点から1台目の′ヽ一ドルまでが 12mで,ハー ド・L
とハードl♭の轟が5口です。
スタート地点11,巻き尺の「0贈」のところをあわせると,Aコース
の4台日のハートルを置くのは,巻きRの何錮0と二轟になりますか。
求める式と答えを書きましょう。
図2-2 平成28年度全国学力・学習状況調査算数B問題E211(1)
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表2-6 図の2-2の問題の児童の回答例
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舞零警
軌 ]
5 懸繁 1から餞漂5碁諄準式を解薔
難解糠
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ももの
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鳥X3 崚■lt穣してヽヽ壕ふ砕
5+5+5 と騨糠しているもの
1ヽ+5×・各 よ鮮答じtいるもの
12+3+■鳥■5 彙ぶ等して事ヽ壕1)の
3●l と駆暮して淳｀るt:秦
3+3+3+5 と警謳警こでヽヽもも√I
II_4
9 三織以外Q籍等 l=_1
0 摯騨答
正薔黎 5ふう
この問題では,4台目のハー ドルが置かれている場所は何mなのかを聞かれている。「4
台目」という記述から「×4」 と考えてしまいがちであるが,ハー ドルが4台なので間のイ
ンターバルは3つしかなく「×3」 と考えなければならないのが注意点となると筆者は考え
る。実際に児童も誤答例としてその勘違いを多くしている。そのことを示しているのが下
の表26になる。表26は問題番号②の児童の回答例を表に示したものである。
上の児童の回答類型から見て,回答類型8が17.4%と多いことから分かるように,5を4
回足しており,ハー ドルの台数とインターバルの数を同じと考えてしまう児童が多い。ま
た,回答類型4,5にあるように立式は正しいが,解答が間違つているという児童の回答も
見られる。これらのことから,今回のハー ドルとインターバルとの関係のように,式の具
体的な場面を読むという力や式の意味理解といった力に課題が見られると考える。
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最後に,問題番号③についてである。問題番号③は問題番号②と同じ場面の問題である。
それが図 2‐3となる。
図2-3 平成28年度全国学力・学習状況調査算数B□(2)
この問題においても問題番号②と同じように,40m走のタイムとハー ドルによるタイム
ロス (0.4(秒)×ハー ドルの数)との関係を把握 していること,その上で足し算とかけ算が
混合しているため,四則計算の順序を正しく理解していることが必要と筆者は考える。
そうした,問題の特徴を理解した上で,この問題に対する児童の回答類型を確認していく。
児童の回答類型を表に示 したものが,下の表27となる。
回答類型4,5から見ても分かるように計算式を立てることができているが,解答を「34」
としてしまい,「8.1+0.4」を先に計算してしまつてから,ハー ドルの台数である「4」 をか
けてしまつていると考えている児童が約 15%見られる。これは,式の中の一つひとつの数
字の意味を理解できていない児童が多くいるのだと推測することができると筆者は考える。
このことは無回答率が4.2%ということからも基となる言葉の式があつたとしても,式から
場面を想定することが難 しいのではないかと考える。
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表2-7 図2-3の問題の児童の回答類型
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この問題を解決するためには,スモールステップになるが,普通の40m走のタイムから
順にハー ドルの台数を一台ずつ増やして,タイムがどのように変化していくのかを表もし
くは折れ線グラフを活用して,視覚的に分かるようにしていくことが最初に必要ではない
かと筆者は考える。そうして,表やグラフを作成から,変化を読み取る力を児童に身につ
けさせたうえで,対応を読み取る力を身につけさせるように順序を踏んでいくことが課題
解決になるのではないかと筆者は考える。
本章では,小学校算数の中で「数量関係」を取りあげてきた。さらに,「数量関係」の学
習内容で「関数の考え」に焦点を絞 り,「数量関係」領域において,重要であると考える「関
数の考え」が小学校教育の中
'で
どのように育まれるのか,また,関数の捉え方について考
察を行い,そのことを踏まえて,全国学力・学習状況調査問題分析の考察を行い,そこか
ら,子どもの現状の困難点を考察した。
本章で「数量関係」,「関数の考え」の考察を行い,教材分析を行つた。また,全国学力・
学習状況調査問題の分析から,関数における子どもにとつての困難点を分析した。そのこ
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とを踏まえ,授業づくりを行 うことで,単元における児童のつまずきを把握することがで
き,児童の理解を深める授業づくりができると考える。そして,児童の理解を深めること
で,単元内で話 し合い活動を行う際,理解の練り上げをより質の高いものにすることにつ
ながる。理解が深まることで,児童の自己有用感を育むことにつながると筆者は考える。
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第2章 自己有用感の高まりによる参加意欲の向上
「数量関係」は表やグラフ,式などの多様な表現方法がある。その資料からは,変化や対
応など関数に関する様々な情報を読み取ることができる。 しかし,その情報の全てを読み
取ることは,学力の低い児童や発達障害がある児童にとつては困難な点が多くある。そう
した,児童も様々な情報の内,一つは気づくことができる場合もある。そのような児童の
気づきを認めて授業に生かしていくことは重要である。
自己有用感とは「自分の所属する集団の中で, 自分がどれだけ大切な存在であるかとい
うことを自分自身で認識すること」(北島,1999,p.3)とある。授業の中で,一人ひとり
の気づきを受け止めることが,自己有用感の向上になる。そうした,姿勢を教師がつくる
ことで,学習における児童のつまずきを防止することにつながる。
そのため,本研究では, 自己有用感の向上をねらいとする学習に着目した。本章では ,
自己有用感の捉え方を概観 し,自己有用感を意識した授業の分析を行うことで,自己有用
感の集団学習への効果を検討する。
第 1節では, 自己有用感の捉え方について,先行研究から考察する。
第 2節では,自己有用感の育成をねらいとした先行研究から,自己有用感の必要性につ
いて考察する。
第 1節 自己有用感の捉 え方
第 2節 自己有用感に関する先行研究
27
第 1節 自己有用感の捉え方
前章では,「数量関係」領域について概観した。「数量関係」に限つたことではないが,
算数科においてり学習内容を理解するためには,公式や定義などの原理を理解することも
大切ではあるが,学力が低い児童ほど,学習活動に意欲的に参加するという姿勢が必要と
なると考える。そこで,学習者が主体的に学習活動に参加できるようになるためのしかけ
が必要となる。どの学習者も「友達と一緒に勉強できる。」という気持ちを持つことができ
る学習活動を行 うことができると学習への理解も深まると考えられる。そこで,本研究で
は,自己有用感に着目する。
本節では,先行研究をもとに自己有用感の捉え方について検討する。また,自己有用感
と類似した用語とを比較することを通して,自己有用感の固有性を示す。そして, 自己有
用感が児童の学習にどのような影響を与えるのかを考察し, 自己有用感育成の必要性につ
いて述べていく。
北島 (1999)は, 自己有用感について次のように説明をしている。
「自己有用感とは 「自分の所属する集団の中で,自分がどれだけ大切な存在である
かということを自分自身で認識すること」です。」(北島,1999,p.3)
北島 (1999)の捉え方から,筆者は自己有用感とは集団の中での自分自身の価値付けが
Z、要であると考え,それは,他者との関わりが前提にあり,個人の中のみでは生成されな
い認識であると考える。
また,国立教育政策研究所 (2015)も自己有用感について次のように述べている
「人の役に立った,人から感謝された,人から認められた, という「自己有用感」
は,自分と他者 (集団や社会)との関係を自他共に肯定的に受け入れられることで
生まれる, 自己に対する肯定的な評価」(国立教育政策研究所,2015,p.2)
国立教育政策研究所 (2015)は,社会性という観点からも自己有用感の重要性を述べて
いる。それは,規範意識の重要性と併せて考えられており,「他者の存在を前提としない自
己評価は,社会性に結びつくとは限らない。」としている。筆者は,協調性や集団意識を大
切にしている日本の教育では,他者からの評価が大きく影響する自己有用感の育成が重要
であると考える。
国立教育政策研究所の見解から次のことが言えると筆者は考える。自己有用感が上手く
形成されていなければ,学校での集団生活の中で,自己に対して否定的な感情が生まれる,
他者に対して非協力的になる,などの問題が起きやすくなると予想する。そうした問題は,
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学習に対しても影響を及ぼし,文部科学省 (2008)が述べている「生きる力」の育成にと
つても問題となると考える。
ここまで, 自己有用感の捉え方について述べてきた。次になぜ自己有用感なのかという
ことについて他の用語と比較をし, 自己有用感の重要性ついて述べていく。
まず, 自尊感情について述べていく。自尊感情について須田 (2000)は次のように述ベ
ている。
「自尊感情 (sel■esteem)とは,自己概念を構成する評価的かつ感情的側面である。」
(須田,2000,p.199)
自尊感情には,クー リー とローゼンバークとの 2つの考え方がある。クー リー は「自
分の周囲にいる人や自分の内面で想定した人とのうちに比較対照することで成立した自尊
感情に着目」と, 自分と他者との比較という点に着目している。これに対し,ロー ゼンバ
ークは「一つの特殊な対象,すなわち自己に対する肯定的,または否定的態度」と,自己
内評価の点に着日している。
上述したように自尊感情においては,様々 な考え方が多くある。 しかし, どの考え方も
主観的な評価規準という共通点を挙げることができる。主観的な評価基準は環境や自身の
現状とうまく適応すれば, 自信につながり,達成感につながると考えられる。 しかし,そ
の規準に到達できなかつた場合や,その規準を他者が容易にクリアしてしまう場合には,
自信を失い,感情が否定的な方向に向いてしまうと考える。それに対して, 自己有用感は
他者からの評価によつて得ることができるため,認められたり,評価を受けたりすること
が,スムーズな自己を受け入れにつながると考える。また,他者評価という規準設定から,
学習者が評価を実感 じやすいという点において,教育における自己有用感の必要性を述ベ
ることができると考える。
次は,自己効力感との比較である。まずは, 自己効力感について述べる。自己効力感に
ついて藤井 (1999)は次のように述べている。
「自分のやり遂げたいことを,自分なりに努力すればやりとげることができるのだ
という, 自分の能力に対する自信と意欲の感覚である。」(藤井,1999,p.95)
この感覚について,藤井 (1999)は, 自分の意図したことは何でもできると思い込む感
覚である万能感, 自分は何もできないと思い込む無力感と比較して位置づけている。それ
は,自己効力感は上述したように自分の努力や工夫の必要性を意識しての感覚となつてい
る。そのため藤井 (1999)は,「他者との比較によって所持される感覚ではなく, 自己のか
けがえのない独自性に基づいて所持される感覚」と表現している。
この自己効力感は, 自身の中で,努力や工夫を行い,環境に働きかけその反応から現状
を認知し,行動に移ることで実現していく。ということが特徴であると筆者は考える。こ
の自己効力感を高めることは,自信を強め,成就感を獲得することにおいては効果的であ
ると考える。しかし,周囲に働きかけ,反応に対し認識を行 う。それにより,次の行動を
決めるため, 自己の中で解決できない問題への対処が難しくなる。自身の方針が見つけら
れない場合や,反応に変化がない場合などに対応できなくなり,上手く問題解決ができな
いことから,心の安定が難 しいと考える。その点,自己有用感は他者との関わりによる動
機づけが成されるという点において,重要性を述べることができると筆者は考える。
以上類似している用語と比較を行いながら,改めて, 自己有用感の重要性をについて述
べてきた。自己有用感は他の用語と比較 して明らかにしたように,他者評価による動機づ
けや意欲向上の観点から集団で生活 。学習を行う教育現場において高めていく必要がある
感覚であると筆者は考える。
次に,この自己有用感をどのように高めていくのかということについて述べていく。自
己有用感は,上述した北島 (1999)の定義から,集団の中で自分の存在の大切さを自分自
身で認識することから形成されると示している。その形成の始まりについて,北島 (1999)
は「本来子育ての中で,親が芽生えさせるもの」と述べている。 しかし,近年では貧困家
庭による,共働きや片親などの環境,ネグレク トや家庭内暴力などの社会問題があり,子
どもが親からの愛情を十分に受けられない家庭が多くなってきていると筆者は考える。実
際に筆者の経験の中で,そのような環境の子どもは,周囲に対して攻撃的であったり,活
動に対し無気力であつたりなどの様子が,実習校やスクールサポーター校で見られた。 し
かし,その児童も時折,友達や教師に見てもらいたい,認めてもらいたいと奮起したり,
甘えたいという行動が見られた。
これらの先行研究や筆者の経験から, 自己有用感の中で重要な要素は自分の行動が重要
な他者から認められること,集団の中に居場所を感じられることの 2点が学校現場におい
て自己有用感を向上させるために必要と捉える。そのため筆者は自己有用感について「自
らの行動に対する重要な他者からの承認によつて安心感や充実感を得ること」として捉え
る。ここでの行動は発言する,文章に表す,体を動かすなどの表面的に見える行動に限ら
ず,思考する,聞き取るなどの,表面上だけでは判断しづらい行動も行動として捉えてい
く。
そうした肯定的な評価を実感させるために,上述したような児童も含め,子ども達に自
己有用感をどのように高めさせるのかについて考察する。北島 (1999)は,学校教育にお
いて自己有用感を高めるためのポイントとして「′いの安定」「成就感の獲得」「評価の工夫」
を挙げている。そこで,本研究では,自己有用感を高めるために,授業実践の中で次の 2
点に取り組む。
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①ワール ド・カフェによる話し合い活動の取り組み
②ポー トフォリオによる評価
それぞれの詳細については,後の 4・5章で,実践内容については6章で述べていく。こ
こでは,それぞれを取りあげた理由について述べていく。
まず, ワール ド・カフェを取りあげた理由として, ワール ド・カフェには他者を受け入
れる招待の意識があるという原理がある。そして,移動というメンバーの入れ替えが話し
合いの流れの中で行われる。この 2つの原理から,多くの人と会話を交わすとともに,自
分の考えが他者と結ばれていくので,受け入れられる感覚から「′いの安定」につなげられ
ると考えたからである。
次にポー トフォリオの理由についてである。ポー トフォリオは学習前の自身と学習後の
自身とを視覚的に比較することができる。そのことが自身の変化を感 じ取りやすく,何が
分かつたのか,何ができるようになつたのか, ということが分かるようになる。そこに加
えて,作成するポー トフォリオにお互いコメントを入れ合 うことで, 自分の活動の価値を
再確認できると考える。そうした活動が,「成就感の獲得」につながると考える。
また, 自己有用感を高めるとしているが, 自己有用感は感情・感覚であるため,高まつ
たかどうかを視覚的に判断しにくいと考える。そのため,行動として次の2点において変
化が見られた場合, 自己有用感が高まつたのではないかと考える。
①話し合いの中に積極的に参加をしている。(発言数で判断しない)
②話をするとき,相手の理解を踏まえて,説明を行つている。(他者理解)
上記の2点が話し合いの中で,行動として確認できた時,または活動後のポー トフォリ
オヘの記入から自己有用感が向上したかどうかを確認していく。同時に自己有用感の向上
が学習への自信につながるということも視野に入れて考察していく。自己有用感の向上か
ら学習への参加が主体的になると考える。その理由としては,本章の2節の中で実践を踏
まえて述べていく。そうして学習意欲が自信につながり,最終的には,学習への理解が深
まることへ効果があると筆者は考える。しかし,ここでの学習の理解が深まるというのは,
算数科における関数の考え方や数学的な見方・考え方に関して説明をすることの向上に効
果があるという点においてであり,計算能力の向上や図形への空間認識能力の向上につい
ては別の手だてを活用することが必要であると筆者は考える。
次節では, 自己有用感を基盤とした2つの実践を紹介し, 自己有用感の育成が学校教育
において, どのような効果があるかを分析を行う。
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第 2節 自己有用感に関する先行研究
前節で,自己有用感の捉え方について述べた。そして,本研究における自己有用感の捉
え方をおさえた。本節では, 自己有用感を向上させることが集団学習においてどのような
効果を得ることができるのか先行研究をもとに検討していく。具体的な実践の成果をもと
に自己有用感を向上させることの意義について2点の考察を行つていく。
1点目は自己有用感の一番の効果であると考えられる他者理解についてである。自尊感情
は, 自分自身が集団の中において,大切な存在であるかの認識から生まれる感情である。
相手に対して役に立っているという気づきによつて,自己中心的な考えから他者を思いや
る考えへと変わつていくことが考えられる。
広島大学附属東雲小学校の松田 (1997)の実践では自己有用感の向上を意識したもので
はないが, 自己有用感を軸に捉えた実践内容となっている。その実践内容の概要の一部を
引用したものを以下に示す。
「2 実践事例 校外交流学習 「広島を案内して,特色を伝えよう。」
(1)単元の設定にあたつて
本単元は,第3学年と第4学年の共通の単元であり,社会的事象を主な学習対象
とし,他校の子どもたちの喜ぶ顔を意識しながら,学習者自らが学習内容を統合し
ていく総合的な学習の単元である。両校の生活環境の違いに目を向けながら, 自分
たちの住んでいる広島の特色を探したり,広島でしか体験できないことをいろいろ
と考えたり,校外交流学習のコースを決定したりする活動を大切にした。日程やコ
ースの決定にあたつては,子どもたちによる資料収集やインターネットの活用を通
しての話し合い活動を重視したい。子どもたちの思いや願いが1彰らみ,試行錯誤し
ながら一番よいと考えた学習活動を決定し, 自己評価できるように支援していきた
い。」(松田, 1997,p.193)
実践校の児童は交流校である帝釈小学校の児童に喜んでもらいたいという意識を強く持
つている様子が郊外学習のデザイン段階の様子からよく分かるようになっている。児童の
具体的な活動としては,事前に案内する場所の下調べをパンフレットやインターネットを
活用して調べていた。その時にも「友達に教えてあげたい」「できるだけいろいろな市内の
様子を伝えることができる」など相手側の視点の意識というねらいに基づいた行動であつ
た。
その意識は,校外学習当日になつても変わることなく,初めての体験で不安になってい
る交流校の児童に対して,優しく言葉かけを行つている様子が見られた。また,初めての
場所に不安でいる交流校の児童達を自分たちが下調べした情報をもとに丁寧に案内してい
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る様子も見られた。
事後の交流校の児童との手紙交換においても,交流校の児童からの手紙によつて東雲小
学校の児童は自己有用感を実感することができていたと考える。自己有用感を実感できる
内容として実際に交流校の児童からの手紙の内容を提示する。
「帝釈小学校からの手紙
。地図の色分けをするのを,いつしょにしてくれたのがうれしかつたです。イン
ターネット使い方も教えてくれたし,「どれ見たい。」と言つてくれました。社会
見学の日。ならび方を教えてくれたし,「はい,○○さんはここ。」と言つてくれ
ましたね。とても親切にしてくれたのがうれしかつたです。バスにのるさい後の
ときも,「バイバイー」と言つてくれましたね。帝釈に来る時が楽しみです。あり
がとうございました。
・〇〇君は2はんの リー ダーとして,みんなをまとめたり, 2はんの先頭に立っ
て教えてくれたね。ぼくは,そういうことを見習いたいです。2日日のときも,分
かるようにせつ明してくれてうれしかつたよ。今度はぼくたちがみんなにたいし
ゃくのことを教えてあげるから楽しみに待つていてね。町では体けんできないこ
とを教えてあげるね。」(松田,1997,p.198)
自分達の活動が他者から良い評価を得ることによつて, 自己有用感を実感できるように
なると筆者は考える。図2の手紙内容を取りあげると,「教えてくれた」や「言つてくれた」
など自分の行動が相手に良い影響を及ぼしたときに自己有用感を得られるのだと考える。
さらには,それが,上記の手紙の内容のように,「どの場面でどのように」といつた具体的
な内容であるとより自己有用感を大きく得ることができるのだと考える。
上記の松田 (1997)の実践 ように児童は自分の行動によつて,他者に喜んでもらえた
り,楽しんでもらえたりすることが自己有用感の向上につながると考える。それは, 自分
が行つた活動の価値を再確認することから生まれるのだと筆者は考える。それが同時に相
手のことを意識した取り組みとなつているのだと考える。このことから, 自己有用感の実
感あるいは向上は集団学習において,全員が学習に参加できる雰囲気をつくりだし,協働
での学びの場をつくりだすことに効果があると筆者は考える。
ま｀た,この実践の中では,児童が校外学習のスケジュールを組む中で,試行錯誤をしな
がらどのようなルー トが良いか,予算をどのような内訳にするかなど, 自分達で考えて調
べて組んでいる。このことから,筆者は他者を意識した活動は,活動そのものを主体的に
するのではないかと考える。そうした自分たちの苦労が他者に評価されることも自己有用
感の向上に影響があるのではないかと考える。
2点目は,学習者の好奇心や探究心を伸ばすことにあると考える。自己有用感に支えられ
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ることによつて,本節の 1つ目の事例でも述べた通り, 自分たちの思考したアイディアや
考えを試行錯誤しながら,活動に取り組む姿が見られる。そうした取り組みは得た情報か
ら様々なアイディアを生み出す。そして,既知の知識や経験から自分たちが新たに何かで
きないかという思考に変化していく。
そうした様子が見られる2つ目の事例を紹介する。2つ目の事例は上越教育大学の片桐ら
(2014)の研究である。対象校は新潟県上越市立S小学校の2年生と5年生である。表 3‐1,
3‐2はそれぞれの学年の単元指導計画についてである。2年生は生活科,5年生は総合的な
学習の時間で行つているc
表3-1 新潟県上越市S小学校2年生の単元指導計画
生活科「みんなで食べよう しんせん野菜」(片桐ら,2014,p15)
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2年生・5年生ともに栽培活動を軸に置き活動を行つている。2年生の生活科では夏野菜・
冬野菜ともに自分達で栽培活動を行い,収穫まで自分たちの手で行つている。そうして,
収穫した野菜を夏野菜では全校児童や職員に,冬野菜では産地直売所へ持っていき,販売
するとそれぞれ自分達ではなく,周囲の人に提供を行つている。冬野菜の販売は,夏野菜
での経験から,「もつと多くの人たちにぼくたちが作つた野菜を食べてもらいたい。」とい
う願いから行われている。活動の中では,他学年の児童や購入された人からの評価によつ
て,自分たちの苦労が価値あるものであると認識することができていた。
この事例の児童の様子から見て取れるように,自分たちの活動の中で,繰り返し思考を
行い,それらの活動が他者から評価を受けると,「次はこんな活動をしたい。」「今度はこれ
に挑戦してみよう。」と言つた意欲が生まれ, 自己有用感の向上に伴い,り
`戦
することの選
択肢を増やしていくことが可能ではないかと筆者は考える。その時に,教師が選択肢を見
せることもZ、要な場面もあるかもしれないが,基本的には児童からの発案を待つことが望
ましいと考える。それは,先に選択肢を教師が用意すると,児童の中で用意されたものと
いう意識が生まれる怖れがあると考える。そうなると,自分達で主体的に行つたとしても
達成感が半減されると予想される。
続いて5年生の活動である。5年生の単元計画は上記の表 3‐2となる。5年生は栽培活動
として米作りを行つている。この学校での米作りは田起こしから稲刈りまで,児童が主体
となつて行つている。
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表3-2 新潟県上越市S小学校5年生の単元指導計画
総合「今だから考える食の大切さ」(片桐ら,2014,p15)
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“
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えまとめる。
その中で児童が多くの困難をともなっていることが記述されている。半年間の栽培活動
を終えた後, この学年も収穫 したお米をどうするか用途について話し合い活動が行われて
いる。話し合いの結果この学年では「保護者との会食」「給食として全校生に食べてもらう」
「文化祭で販売し募金と合わせて被災地に送る」という3つの手段を取つた。学校側はこ
の取り組み合わせて,保護者や地域,被災地の方がお米に対する感想を記入できるように
ワークシー トを配布 し,他者評価を受けられるように設定している。児童の中には,初め
販売に対して前向きでない児童がいたことがワークシー トヘの記述から読み取ることがで
きた。しかし,その児童も地域や被災地からの手紙を受け取ることで,売つてよかつたと
考えが変化している。その児童が書いたワークシー トを図 3‐1に示す。
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0今‖,わたしたち力tつくつたあおぞら来を食べた方からのメッセー ジを読みました。お手紙は,r9通」も届きまし
た,S ttrのMさんうヽらもきましたシお手紙に rぉぃしかつた」とかいてありました。と一――――一―……てもうれじ
かったです。S Rl・では,お米とお齢 女ヽに立ってよかったです。(中感)本基に,お米を作っていてよかつたです。お
いしいと言つてもらうとさらによかつたなと思いました。 (F児)
C今日,:奮くたちがつく・‐●たあおやら米を食べた方からのメッセージを読みました。:ごくたちがつくつた米は,売ってよ
かつたなあと思いました,充ると言い始めたことは,ちよつと気持ちが進まなかつた;ナど,文化祭で売rpたとき:ま,完
売が3分lllどだつたんで,そのときはびつくりしました。Mさんのところにもお米と文化祭で売った売上金とぼ金のお
金を送つたら,「マイタウンマーケット」ということにfltiつていただけるのだr.・と思つたら,たりたくなかつたけど,
今は売つてよかつたなと思いました。文化漆の時に,策つたの:ま, 8つのご惑想を返してもらいました。夏の書いとき
も力|んばつてよかったなといま思います。たぶん来年もやるので来年も力ぐんばりたいです,力=ん:まってよかったあ.お
いしい米ができたあ―と思います.                                 (C児)
図3-1 お米販売を終えた後の児童の振 り返リカー ドの一部 (片桐 ら,2014,pp.19-20)
このように,活動自体は主体的でなかつた,児童も他者からの評価を受けることによつ
て,思考の変化が見られる。そのことに対し片桐ら (2014)は「他者評価を設定したこと
で, 自分たちの活動が価値付けられ,プラスの感情に一変したことが分かる。」と記述して
いる。片桐らが述べているように, 自分たちの活動が価値付けられたことは, 自己有用感
に大きな影響を与えている。しかし,筆者はそれに加えて, 自分たちの喜びや達成感を共
有することができたということも自己有用感に影響を与えているのではないかと考える。
自分たちが頑張つたこと,苦労したことを他者評価から認識し,それを学級の友達と共有
することが自分達の活動の価値を再認識させたことに大きく貢献したのだと考える。
この2つの学年の活動例から,児童たちは, 自分たちの活動が認められるに合わせて,
活動の幅や選択を外へ外へと広げようとしている姿が見られる。それは, 自分たちの活動
が評価され,認められていく過程があつたからである。その評価は自分達の中での相互評
価であったり,または保護者や地域の方からの評価であったりと様々である。そうした価
値付けは自分達の意欲を伸ばし, どのようなことができるのかという想像力が原動力にな
つていることが考えられる。そのような想像性や創造性を生かしていくことが,学習者の
探究的な活動の質を高め,価値を高めることになると筆者は考える。
しかし,この活動は地域や家庭,学校一体となつて取り組んでいる大規模な取り組みで
あるため, 日常の学校生活と比べ,非日常的な活動であることから,実際の教科教育で同
様の取り組みをすることは難しいと考える。その中で,この取り組みと同じように,児童
が自分達の学習の成果が多くの日に可視化されるようにするための取り組みをしていくこ
とができれば,1司等の自己有用感の高まりを実感させることができるのではないかと筆者
は考える。
以上,2つの事例を取り上げ,「他者理解」と「探求心や好奇心の伸長」の2点について
考察を深めてきた。これらの効果は,短期間での取り組みでは,効果は表れないと考える。
しかし, 日常の生活の中で少しずつ児童の活動を価値付け,認めていく姿勢に取り組んで
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いくことによつて,児童の中に自己有用感の実感・向上が表れていくことができると考え
る。そして,児童が自己有用感を実感することができ,上記に挙げた2点の様子を見るこ
とができたなら,児童同士の間で,お互いを認め伸ばしていく関係を構築していくことが
できると考える。そして,それは直接的に学力に表れるには時間がかかるかもしれないが,
児童の学習に対しての姿勢の変化にもつながっていくのではないかと筆者は考える。
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第3章 話し合い活動としてのワール ド・カフェ
近年,学校教育において主体的で協働的な学びが求められている。 しかし,算数科にお
いて,一斉講義型や繰 り返し問題を解く反復練習型の授業をよく見る。そうなると,学力
の低い子どもは 「分からない」を繰り返し問題解決の意欲を無くしてしまう。また,話し
合いを行つても,分かる児童が分からない児童ヘー方的に教える活動になってしまつてい
る問題がある。それでは,学力の高い児童のみにスポットが当てられ,学力の低い児童に
は苦痛な時間だけになる。そのような,学力の低い児童にも学び合いの場に主体的に参加
する意欲を持たせ,問題に積極的に向かうことができるよう,本研究では話し合い活動の
形式としてワール ド・カフェに着目する。本章では,ワー ル ド・カフェのシステムや原理
について概観し,先行研究からワール ド・カフェの効果について考察を行う。
第 1節では, ワール ド・カフェの捉え方について概観する。
第2節では,先行研究からワール ド・カフェの効果について考察する。
第3節では,先行研究から学校教育におけるワール ド・カフェの取り組みについて考察
する。
第 1節 ワール ド・カフェとは
第2節
第3節
ワール ド・カフエの原理と効果
学校教育におけるワール ド・カフェの実践例
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第 1節 ワール ド・ カフエとは
前章で,集団学習における自己有用感の向上の意義を類義語との比較から述べた。本研
究では,児童の自己有用感を向上させる手立てとして,授業案の中に,話し合い活動を取
り入れる。話し合い活動を通して,意見交流を行い,学習内容に対して,相互に理解を行
うことができるように取り組む。そこで,本章では,話し合い活動の形式として,取り組
むワール ド・カフェについて考察を行う。本節では,ワー ル ド・カフェの捉え方について,
先行研究をもとに概観 していく。
ワール ド・カフェとはホールシステム・アプローチの代表的な手法の中の一つである。
ホールシステム・アプローチについて上村ら (2015)は次のように述べている。
「近年,組織管理や人材開発などの分野で注目されている手法であり,メンバー
が一同に会してテーマに従つた対話(dialogue)を重ねることで,組織が抱える課題
を発見し,解決方法の探索を促していく手法である。」(上村ら,2015,p.20)
対話とは 1対1の話し合いを指すことが多いが,ホー ルシステム・アプローチではこの
限りではないと上村ら (2015)は指摘している。集団の話し合いであつても,一人ひとり
が自らの考えや思いを充分に話すことが奨励され,聞き手も,一人ひとりの言葉に傾聴し
洞察を深めることが求められている。ポジティブな志向を持ち,メンバー全員の対話を通
して相互理解と課題意識の共有を求めるという特徴は,ホー ルシステム・アプローチの一
連の手法に共通している。
ホールシステム・アプローチは,それぞれ独自の体系や固有の機能,特質を有するもの
であるが,課題やニーズによつては,複数を組み合わせて実施することにより高い効果を
示し,より有益な場合もあると上村(2015)らは述べている。
ワール ド・カフェについては,香取ら(2007)が次のように述べている。
「対話の発展形とも言われ,単独では考え付かない知恵やアイディアなどを参加
者相互でともに探求しながら創 り出していく手法である。メンバーの組み合わせ
を変えながら,4～5人単位の小グループで話し合いを続けることにより,参加者全
員が話し合つているような効果が得られる。実際のカフェでインフォーマルな会
話のように, リラックスした雰囲気の中で,テー マに集中した話し合いが行われ
る。」
(香取,2007,p.市)
ワール ド・カフェには,始めから終わりまでの一連の流れが設定されている。ワール ド・
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滲各テーブルに一名めホストだけを残して他ν
ンバーは旅人としてBIIのテーブルに行く。 |
新しい組み合わせになつたので、改めて自己
紹介し、ホストが自分のテーブルでのダイアロ
ーグ内ー容について説明する。
旅人は、自分のテニブルで出たアイデイアを紹
介し繋 が りを探 求する
カフェの一連の流れを香取(2010)は以下の図41のように示 している。
苺
ワール ド・カフェにはスター トから終わりまでの間に4度のラウンドに区切る。その中
でグループのメンバーを入れ替え,話し合いを進めていく。ラウンドを重ねることで,様々
な人との考えを交流することができる。交流の中で得た様々な考えをつなぎ合わせること
で,共通点や相違点,またはこれらの考えを組み合わせる,そういつた様々な試行錯誤を
繰り返し,問題に対しての解決策を見つけていくことがワール ド・カフェの特徴となる。
このワール ド・カフェの特徴は,学校教育での話し合い活動に活用できると考える。従
来の,会議のような話し合い活動の形式では,発言力のある児童や学力の高い児童など,
一部の児童のみが話し合いに参加 し,その意見が採用される一方通行の話し合い活動にな
ることが予想される。しかし,このワール ド・カフェを採用することで,その過程の中で
学力の低い児童も学習内容の理解がより深まると考えられる。その理由として,3点挙げる。
3点は以下の通りである。
①話し合いを区切ることで,考えをまとめる時間ができる
②他の人の考えと擦り合わせることで,自分の考えに自信が持てる
③他の人に説明や主張を繰り返し話すことで, 自分の学習状況を確認できる
ワール ド・カフェは,ラウンドを重ねて話し合いを行う。話し合いを間で区切ることに
より,理解や不明点を整理し,次のラウンドで角峯決策を考えることができる。それにより,
児童の「分からない」を授業の最後まで残す確率を減らすことが可能と考える。また,他
者と考えを擦り合わせたり,他者に自分の考えを伝えたりする,活動を繰 り返すことで,
自分と同じ考えを見つけて安心したり,説明をより分かり易く伝えられるようになったり
繁駆憩二殺 豪マツ
図4-1 ワール ドロカフエの流れ
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といつた効果も期待できる。上述した3点はワール ド・カフェ形式の特徴やルールなどを
活かすことで可能となると筆者は考える。そのためには, ワール ド・カフェの原理や効果
を確実に把握しておくことが必要となる。期待する効果はワール ド・カフェの,どの原理
を活かすことで得ることができるのかを把握しておく必要がある。なぜなら,小学校の授
業時間では図 4‐1で挙げた時間配分でワール ド・カフェを行なう事は,時間的な問題があり
不可能である。そのため,教師が話し合い活動のねらいを定め,期待する効果が発揮され
る場づくりを行う必要があると考えるからである。次節では, ワール ド・カフェの実践を
より質の高いものにするため,ワー ル ド・カフェの期待できる効果を原理とともに述べて
いく。そして,本研究の要素である自己有用感を高めるための工夫を分析し,6章で行う授
業案づくりに取り入れる。
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第 2節 ワール ド・カフエの原理と効果
前節で,ワー ル ド・カフェについて概観をした。そこから,ワー ル ド・カフェの特徴を
分析し,学校教育におけるワール ド・カフェの有効性について考察した。
本節では,ワー ル ド・カフェの特徴を活かし,話し合い活動の質を上げるために,ワー ル
ド・カフェの原理と効果について概観をする。ワー ル ド・カフェに取り組むことで, どの
ような効果が期待できるのかをワール ド・カフェの特徴から述べていく。ワール ド・カフ
ェの一連の流れに関しては,前節で述べたとおりである。その流れの中で, ワール ド・カ
フェは,いくつかの側面を持つ。それらの側面についてBrown(2007)は以下の7点を挙げ
ている。
①すべての人々に対する信頼
②多様性
③招待
④耳を澄ますこと
⑤移動
⑥良い質問
⑦エネルギー
ワール ド・カフェの話し合いの中には,この7つの側面が表出されるようにルールを設
定している。これらの側面が組み合わさり,話し合いの参加者たちは考えをつなぎ合わせ,
問題解決に向き合うことができる。BrOwn(2007)はこの問題解決へのプロセスを「集合的
な知恵を発見する」と呼んでいる。これらの効果を生み出すために, ワール ド・カフェに
存在する,原理やルールについて,続けて説明を行う。
ワール ド・カフェの原理について説明をする。ワー ル ド・カフェには中核的な7つの原
理があり,BrOwn(2007)以下の7点を挙げている。
①コンテクス トを設定する
②もてなしの空間を創造する
③大切な質問を探究する
④全員の貢献を促す
⑤多様な視点を他花受粉させて,つなげる
⑥パターン,洞察,そして深い質問に共に耳を澄ます
⑦集合的な発見を収穫し,共有する
この7点の原理を大切にして,会話を行うことをワール ド・カフェでは重視している。
この中核をなす原理の説明を,実践の中で期待できる効果と合わせて述べていく。
まずは,1点目の「コンテクストを設定する」についてである。コンテクストについて
Brown(2007)は「状況であり,思考の枠組みであり,環境の要因」と述べている。ワール
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ド・カフェでの会話では問題について話し合うとき, 目的を明確にしていくために,現状
を理解することを重要視している。その場の参加者の状況を捉えていき,状況を明確にす
ることで,全体的な目的を定義づけることができる。その目的を確認するためには,参加
者が,会話によつてどのようなことが解決できるのかということを理解する必要がある。
その理解について詳しくは,後に説明を行う問題への「質問」の部分で述べる。
この原理からは,参加者が現状を理解できるメリットが最も期待できると考える。参加
者,つまり教育の場面においては学習者が自分たちの現状を理解することとなる。自分た
ちが,既習としてどのような知識を持っているのか,学習状況によつて,問題に対して,
どの程度理解できているか知ることで問題解決への手がかりに繋げられると考える。その
ために教師は,話し合いを行う前に,今までの既習事項と未習との関連事項を示唆する働
きかけを行う必要があると考える。
次に「もてなしの空間を創造する」について説明する。もてなしの空間のためには「も
てなしの心」が伴う。もてなしの心についてBrown(2007)は「もてなしの心とは,他人の
良いところを認める行為です。」と述べている。相手を歓迎し,仲間に入れるという姿勢が
新奇性や相互貢献に基づくこととなる。また,「もてなしの空間」を創るためには環境面も
重要な要素となり,環境の中で,参加者同士をつなぐことが必要となる。Brown(2007)は
「個人的なつながりをつくることは, もてなしの空間をつくるための重要な要素なのであ
る。」と述べている。筆者はこのことからワール ド・カフェにおいては環境面においては特
に,人的環境の環境整備に力を入れているのだと考える。参加者の中の人間関係や,参加
者の良さを出すなどの配慮を行つていると言える。これは,教育においても重要であると
考え,児童が「間違っていたらどうしよう」「考えていることはあるけれど,発言するのは
恥ずかしい」など話し合うことをためらつていると,理解を深めることはできない。児童
が問題に対して自主的に意欲的に話していくことが話し合い活動に重要であると考える。
そのことが,近年重要視されている,主体的な学びに効果的であると考える。
3つ日の「大切な質問を探究する」の説明に移る。BrOwn(2007)はここで質問という言
葉を使用しており,問題という言葉は使用してはいない。その理由として,質問には聞い
ている相手の好奇心や想像力を引き起こすと考えられているからである。同じ問いかけで
あつても問題と質問では,重要なことが変わると述べている。しかし,同時にBrOwn(2007)
は課題を問題としてではなく,質問として形づくることは最も難しいことであると指摘し
ている。そういつた課題を質問として提示するための工夫として,Brown(2007)は「より
オープンな質問は, さらなる探究やポジティブな変革への ドアを開く,深い思考に基づい
た反応を引き起こすのです。」と述べている。回答や考えが制限されるような質問であれば,
発言の考えを狭め,新奇性や想像性を奪うことになるということである。
ワール ド・カフェに関わらず,話し合いにおいて問題提起は最も重要なものであると筆
者は考える。それは授業において,児童の興味を引くために導入を工夫することと同じで
あると考える。それゆえ話し合い活動を行うとき,Yes,Noで答えることができるような2
極の質問であつたり,方向性が一方の合意形成の意味を成さない質問であつたりでは話し
合いをする意味がない。教師は,児童の探究心や好奇心をひくことができるような,問題
を考える必要があり,その質問に対して,児童同士で話し合うことが,算数における伝え
合 う力,説明する力を高めるとともに,関数において重要な事象と事象との関係を見つけ
る,表現するという関数の考え方を身につけることに効果的であると考える。
次は4点目の「全員の貢献を促す」ということについてである。BrOwn(2007)は,コミ
ュニティの構築において次のように述べている。「私たちは,一人ひとりの独自の貢献をた
たえて奨励することのほうが,参画やエンパワーメントといったコンセプ トに焦点を当て
るよりも,はるかに人の心をゆり動かすものなのだということに気づき始めたのです。」こ
の説明として,Brown(2007)は,参画が強調しているのに対して,貢献になると,私と私
たちの関係をつくることになるのだと説明している。貢献という何かを与える行為は責め
られるものではなく,何かを積極的に生み出すことにつながる。
また,BrOwn(2007)は,貢献には話し合いにおいて,発言をするだけでなく,聞き役に
なったり,絵や図を描いたり,質問をしたりと様々な形での貢献があり,カフェの空間は
それらを尊重し,受け入れるとしている。つまり,ワー ル ド・カフェ形式であれば,話す
ことが苦手だからと言つて貢献できないということにはならないのである。
これらの「貢献」という形で参加者全員が輪の中に入ることができるように,参加者の
受け入れ意識をつくることがワール ド・カフェにおいて大切となる。このことを大切にす
ることで,授業場面において,算数が得意な児童,苦手な児童の学力に関係なく話し合い
に積極的に参加することが可能と考える。苦手な児童も得意な児童の説明を聞いて理解す
ることができれば,苦手な児童は内容が理解できたことから自信につなげられると考えら
れるし,得意な児童に関しても,「自分の説明によつて友達が理解できた」と自分の有用性
を再確認することができる。さらに,もう2点の利点が考えられる。1点目は説明を受ける
ことによつて理解できた児童が,他の児童に説明を再度行うことによつて, 自分の説明が
上手くいけば,理解が深まるとともに,自分の説明が相手に伝わつたと自信につながると
考える。2点目は絵や図を描くという貢献の形から発達障害の児童に対しても効果的である
と筆者は考える。話を聞いておくだけでなく, 自分が聞いたことを図や絵に即時に表現す
ることで, 自身の整理ができるとともに,周囲への再確認を促すことに繋がり, じつとし
ていなくとも貢献できると考えられることから,効果的であると考える。
次は「多様な視点を他花受粉させて,つなげる」についてである。ワール ド・カフェ内
においてアイディアをどのように他花受粉させるのかであるが,第1節の図で示している
ように,まずは,第1ラウンドで自分たちのグループ内でアイディアを出し合うことから
始まる。そして,第2ラウンドで移動をした時に,各メンバーが持っていくのは自分だけ
のアイディアではなく,グループ全体としてどのようなアイディアや考えが表れたのかを
持つていき,新たなグループでの話し合いに臨む。そして,新しいグループで自分たちの
出したアイディや考えがどのような意味を持つのかを探つていく。そして,そのグループ
の考えと組み合わせながら, さらに考えを深めていき次の思考の段階に持ち上げようとす
るのである。BrOwn(2007)は,この過程の中で,グループ内での話し合いを生命体のネッ
トワーク,グループ内のそれぞれの個人の観点を多様な視点,グループ間の移動を他花受
粉,思考の段階の持ちあげを創発, とそれぞれの言葉を用いて表現している。
また,BrOwn(2007)は話し合いの中で多様な視点が提供されたときに可能となる,創造
的な知と高度な考えを「協働知 (co intelligence)」と呼ぶと述べている。協働知という
言葉についてBrown(2007)は次のように説明している。「協働知という言葉は,ワー ル ド・
カフェのホス トが,彼らが最も生産的なダイアログを振り返るときに,そこで起こった魔
法のような出来事を説明するために使っています。」ここでの魔法のような出来事として
Brown(2007)は実践例を挙げながら,「ブレイクスルーを可能にした」,「人々の相互作用
の組み合わせが変わり,単なる個人の総和ではない全体性の感覚が広がっていく様子」
「人々や視′点を互いに結びつけること」などの成果を上げている。
この原理からは,アイディアの繋がりという要因が教育において効果が挙げられると筆
者は考える。グループ内での話し合いで個人の観点で話し合いを深めるのはもちろんのこ
と,その出た考えを次のグループに持っていくことが最も重要な部分であると考える。自
分たちのグループで出た考えを理解して,次の新しいグループで説明するということは,
勉強が苦手な児童や説明することが苦手な児童にとつては責任が重いと感じられるかもし
れない。 しかし,その「説明をしなければ」という気持ちが話し合いを聞こうという意識
を強めることになると考える。そして,相手が聞こうという意思を示すことによつて話し
手の児童もより相手に伝わりやすいように話そうとする意識が芽生えると考える。さらに,
聞く意識を持った自分が考えて説明することによつて,学習内容へのより深い理解に寄与
することができるのではないかと筆者は考える。そして,上手く説明し,相手にその内容
が伝わつた,さらには内容を認められたとなると,各児童の自己有用感を高めることがで
きるのではないかと筆者は考える。
第6の原理である「パターン,洞察,そして深い質問に共に耳を澄ます」についてであ
る。ここで表現されている「耳を澄ます」というのは,言葉の通り静かに黙つて聞くとい
うものではない。BrOwn(2007)は,耳を澄ますということに対して次のように述べている。
「集合的なレベルでは,相手の話に耳を傾けることから, さらに一歩先へと踏み出すので
す。つまり,それは,意味のつながりやパターンのみならず,異なる観点の間から現れる,
新たな洞察や深い質問を求めて,仲間と共に耳を澄ますことをも指すのです。」このような
行為によつて,生まれたアイディアをBrOwn(2007)は「集められた注目」と表現している。
集められた注目によつて会話と会話の間にある,関連や間に隠れた新しい洞察,について
注目が集められるとされている。
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続けて,第6の原理の中にある「共に」というキーワー ドについて深めていく。共に耳
を澄ますためのキーワー ドとしてBrown(2007)は,「ビジュアル・ラングージ (視覚によ
る言語)」 「ビジュアル・リスニング (視覚を伴う聴き方)」 という2つのキーワー ドを挙げ
ている。このキーワー ドが「共に耳を澄ます」ということとどのような関係があるのかと
いうことについて説明していく。BrOwn(2007)は「重要なことは,同じものを共に見つめ
ることで,つながりをつくること」と述べている。このために,ワー ル ド・カフェでは,
共有スペースとしての模造紙などが置かれている。そこに書き込みを行うことによつて,
「その場に参加している人に対して,「視覚による声」を提供することができる」と説明し
ている。この効果はグループ内の静かな人に効果があると示しており,共有スペースに書
き込むことによつて, 自身の声を周囲の人が聞いたり,見たりしてくれているという感覚
を持つことができるという。また,その「視覚による言語」に反応 して,それまで,気づ
いていなかつたアイディアを生成することができたならば,それは「視覚化を伴う聴き方」
と呼べると述べている。
この原理においては,会話の中から様々なつながりを多様な聴き方から見つけていく。
ということが重要になるのだと筆者は考える。ただ,個々 人が自分の考えをただ発表のよ
うに発言をしていくだけでは,つながりを見つけることはできない。そうしたつながりを
見つけていく意識を持たせていくこと,そのために,視覚化を最大限に活用することをワ
ール ド・カフェの実践では注意する必要があると考える。BrOwn(2007)の説明にもあつた
通り,視覚に訴える表現は静かな児童に効果的であると考える。他者と関わるのが苦手,
話すことが苦手,そういつた児童はただ,話を聞いているだけでは居心地が悪くなること
が予想される。そうした児童は自分の考えを自身の前の共有スペースに書き出していく行
動が現れるのではないかと筆者は予想する。そうしたときにグループ内のメンバーがその
書き込みに注目し,他の考えとリンクさせていくことで,自然とグループ内の会話に入つ
ていくことができるのではないかと考える。また,そのレベルに達しなかったとしても,
話を聞いて書き込みを行うことで,話しを聞いてくれているのだと,話している児童も静
かな児童を受け入れようとする意識が生まれる可能性が考えられる。
最後に第7の原理 「集合的な発見を収穫し,共有する」についてである。BrOwn(2007)
は口頭で交わされた会話は, しばしばすぐに消えてしまうということを指摘しており,そ
の理由として言語や映像による記録がなければ,会話から生まれた,アイディアやイメー
ジ,洞察は, しばしばゆがめられたり,消えてしまつたりすると述べている。そのため,
そのような事態が起こらないように,次のように述べている。「個人的,あるいは集合的な
洞察を創造し,周知することができるよう,発見したことを複数の媒体を使って収穫し,
共有することは,協働で考え,行動するための重要なパー トとなります。」合わせて,この
重要性は特に大規模なグループにおいて顕著といえると述べている。
Brown(2007)はワール ド・カフェでは,集合的な知識共有と知識を生み出すためにデザ
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インされていると述べている。しかし,同時に集合的な発見を収穫するためには,特別な
芸術的手腕と配慮が必要とされると難しさについても述べている。その難しさを解消する
ために,Brown(2007)は,「全体グループとして統合することを触発するような質問を投
げかけることが,多くの場合に有効」と述べている。それに加え,会話と会話との糸を紡
ぎ,個人的な内省を共有することを促すことも効果的であると述べている。
この原理は授業に置き換えると,最後のまとめの部分にあたると筆者は考える。つまり,
授業においてもここを失敗すると,授業の目的や児童の理解がぶれるということが考えら
れる。そのため,話し合いをしてお互いに気づきがあつた,とそこで終わりにして教師が
まとめてしまうと,児童が時間をかけて話し合つた意義を奪い,理解の深まりを無くして
しまうことになる。そのような結果にならないように, ワール ド・カフェ実践の全体セッ
ションまでに児童がつながりに気づくことができるような手だてや支援をとなるしかけを
教師がしておく必要が考えられる。その工夫は難しいものであるが,上手く機能すると,
集合的な発見を児童が自身の力で見つけたという実感を得ることができ,授業内容へのよ
り深い理解に貢献できると考える。また,集合した知識を統合するという活動を行うこと
によつて,考えと考えをつなぐ力を身につけることになると考える。「AさんとBさんの考
えはここが同じだ。」「CさんとDさんの考えは似ているようだけど,ここに違いがある。」
といったような,友達同士の考えでの違いに気づくことが出来れば,文章の読み取りや ,
事象と事象を比較したり,比べて関係性を見つけたりという視点にも効果を上げることが
できると考える。
次の節では,実際に教育現場でワール ド・カフェが実践されている授業を分析し, ワー
ル ド・カフェによる期待できる効果をよりあげるためにはどのようにすると良いか,また
関数における,事象と事象を関係づける力を身につけるにはどのようにしたら良いかとい
うことについて考えていく。
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第 3節 学校教育におけるワール ド・カフェの実践例
前節は,ワー ル ド・カフェの原理と効果について考察を行つた。本節では,教育におい
てワール ド・カフェを活用した実践を提示し, ワール ド・カフェの教育での効果を分析す
る。山梨大学教育学部附属中学校でのワール ド・カフェの取り組みの概要について示す。
対象校では,「話し合い」や 「交流」などの活動を意図的に学習過程に組み込む場面を多く
設定している。小グループによる意見交換は効果的であることが実感としてある。しかし,
ただの意見発表で終わつてしまったり,深みや広がりをもつた交流までにたどり着かなか
ったりする場合も多く見受けられる現状がある。
そこで,「交流で自分の考えを広げ,深める」ことを目的として文学的文章の読解の授業
を行つた。この単元では目標を以下の3つに焦点を当てている。
・もつている知識や考えなどを活用する。
・友人と関わることで自分の考えを形成する。
・積極的な学習への参加意欲。
本単元は,全6時間の構成でワール ド・カフェを第4時と第5時の2時間を設定してい
る。しかし,本来のワール ド・カフェ本来のタームスケジュールで行うと,1度の話し合い
で2時間程度の時間がかかる。そこで,1単位時間(50分)で収まるワール ド・カフェ教室
版に改訂した。一連の流れは以下の表41の通りである。
以下のように時間配分を設定している。なお,話し合いを深めるために,前時で場面の共
通理解を図り,内容の理解に当てている。そして,ワー ル ド・カフェを2時間かけて行つ
た。次時で交流を基に自分の考えをポー トフォリオにまとめるようにしている。
この実践を終えて,次のような生徒の様子が見られた。
「ワール ド・カフェ教室版は,生徒にとつて興味深い学習活動となり,意欲的
に話し合う姿が見られた。要因として,普段あまり話さない人間関係の中でも,
リラックスした状態での話し合いにより,それぞれが自分の意見を出しやすい環
境にあることが考えられる。」(山梨大学教育学部附属中学校,20H)
また,成果として以下の5点を挙げている
①話し合いが活発に行われる。普段,意見を言えない生徒も発表していた。
②聞いてきた意見も自分の意見として発表しやすい。
③考えを可視化(考えの深さは考えず)することが全員で参加できる。
④4人を入れ替えることで対話が苦手な生徒にも教育手法として効果的な部分がある。
⑤他教科においても活用することが可能。
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表4-1 1単位時間で行うための時間設定
学習活動 時間 活動の概要
1 課題の確認 5分 。本時の課題を確認する。
(ワー ル ド・カフェに適した課題設定が求められ
る。今後の課題でもある。)
2 第 1ラウン
ド
10分
(移動 1分)
。4人1グループで第 1ラウンド。
・第2ラウンドに向かう際にカフェ・ホス ト(1名)
を決め,ホス トはその場に残る。
・ホスト以外の3名は,新たな視点を得るため (必
ずお土産を持って帰るように伝える)に他グループ
に旅立つ。
3 第2ラウン
ド
12分
(移動2分)
。新たなグループで第2ラウンド。
・カフェ・ホス トは,グループで話し合われたこと
を他グループからの旅人に説明する。
・第3ラウンドは,第1ラウンドと同じメンバー。
。第 1グループに帰りながら,他グループのシー ト
を見ながら,意見交流を行う。
4 第3ラウン
ド
10分 ・カフェ・ホス トが中心となり, さまざまな視点を
基に,課題解決のための集約に入る。
・課題に対して,まとめることができなくてもよい。
5 全体交流 10分 各グループで話し合われたことを発表する。
自分の考えを振り返リシー ト等に記入。
この実践の成果から, ワール ド・カフェは話し合いを活発にする効果があるとともに,
考えの可視化から,話すことが苦手な生徒にも効果的なことや,可視化から考えの形成が
視点を持ちやすくなつたことが明らかとなつている。
筆者は,こういつた成果から,ワー ル ド・カフェにより説明する力が伸びるとともに,
学習に対する意欲を高め深めることが可能であると考える。
本章では, ワール ド・カフェの捉え方や原理を概観 し,その効果を基に実践の分析を行
った。この考察をもとに,「数量の変化や対応の関係に気づくことができる能力」, 自己有
用感を向上させる,の2点に着日した授業案づくりを6章で行う。また, ワール ド・カフ
ェの効果を学習者が実感することができるよう,評価方法として,ポー トフォリオの活用
を行う。ポー トフォリオによる学習記録の可視化を活かし,話し合い活動の成果を学習者
が実感できるように,工夫を行う。ポー トフォリオについては,第5章で述べる。
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第4章 ポー トフォリオ評価について
話し合い活動は実感や成果をその場で実感することができる活動であると考える。しか
し,話しと内容が記録として残らなければ,学習者は自身がどのような内容を話したのか,
どのようなことを理解したのか記憶として,曖味になる。
その問題を解決するために,過程や効果を可視化し,記録として残す。ワール ド・カフ
ェも模造紙を活用するため,視覚的に情報を残すことができるが,全体の考えのつながり
として残せるが,個人の学習の記録としての効果は弱いと考える。
そこで,本研究では,ポー トフォリオに着目する。本章では,ポー トフォリオに関わつ
ている先行研究を概観 し,ポー トフォリオによる話し合い活動への評価方法を概観する。
学習の積み重ねを実感できることで, 自身の考えの変化や学習の積み重ねにもなり,自身
の学習の成果を実感することにもなる。1節ではポー トフォリオについて概観する。2節で
は,ポー トフォリオの中でも一枚ポー トフォリオに着日し,一枚ポー トフォリオの捉え方
と効果について概観する。
第 1節 ポー トフォ リオ とは
第 2節 一枚ポー トフォ リオの捉え方 と活用の効果
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第 1節 ポー トフォ リオ とは
ここまで,「数量関係」領域の内容や自己有用感,ワー ル ド・カフェについて述べてきた。
どの内容も,学校教育において,育むべき重要な要素であると考える。しかし, 自己有用
感のような,本人の感情の変化, ワール ド・カフェのような話し合い活動は,テス トの点
数のようにはつきりと見えたり,ノー トのように文字として,残るものでは無かつたり,
評価が難しい。また,学習者自身も自分が成果を上げたのかを実感しにくい。
そこで,本研究では学習記録や学習履歴を可視化し, 自分の成果を視覚的に残すことを
ねらいとし,ポー トフォリオによる評価を行う。本節では,ポー トフォリオの定義につい
て述べた後,ポー トフォリオの特質,そしてその特質が学習者に与える影響や評価につい
て考察していく。
佐藤ら (2004)では,ポー トフォリオについて次のように述べている。
「ポー トフォリオとは本来作品や文章をまとめておくファイルなどを指すが,評
価法に応用すると学習者の作品を集めたものを指し,これを評価対象として扱 う
ものとなる。」(佐藤ら,2004,p.172)
また,西岡 (2003)ではポー トフォリオとポー トフォリオ評価について次のように述ベ
ている。
「ポー トフォリオとは,子どもの作品,自己評価の記録,教師の指導と評価の記
録などを系統的に蓄積 していくものであり,ポー トフォリオ評価法とは,ポー ト
フォリオづくりを通して,子どもの学習に対する自己評価を促すとともに,教師
も子どもの学習活動と自らの教育活動を評価するアプローチである。」
(西岡,2003,p.52)
これらの定義づけがなされている,ポー トフォリオにはどのような特徴があるのかとい
うことについて続けて説明を行つていく。佐藤 (2004)はポー トフォリオの特徴について,
Hamp‐Lyons(2000)の説明を基にポー トフォリオの9つの特徴を挙げている。その9つ
の特徴は以下の通りである。
①コレクション
②範囲
③学習状況の重要性
④再評価
⑤選択
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⑥学習者の主体`性
⑦反省と自己評価
③特定のパラメーターに沿つた成長
⑨期間中の発達
これらの特徴を組み合わせながら,カリキュラムに合わせて対応していき,学習者の学
習過程を収集していく。Hamp(2000)は上記の9つの特徴の関係性を図式化している。
その図式を示したものが図 5‐1となる。この図式について佐藤らが角牢説を行っている。その
解説の中で重要な点を2点取りあげる。
1点日は反省と選択の循環構造である。佐藤ら (2004)は次のように述べている。「これ
ら二つを繰り返し行うことによつて,単なる作品から自信を持つて見せられる作品集へと
変化させる。」
2点目は再評価までの繰り返すフィードバックである。佐藤ら (2004)|ま次のように述
べている。「再評価までに繰り返しフィー ドバックを受け,改訂していく過程を示している。
もしこの再評価がないとしたならば,ポー トフォリオをする意味が失われてしまうとも言
われている。」
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図5-1 ポートフォリオの基本的な特徴の図式化 (佐藤ら,2004,p.173)
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これらの特質を持つポー トフォリオは現在求められている学習評価においても効果的で
あると筆者は考える。2010年の中央教育審議会答申の「児童生徒の学習評価の在り方につ
いて」(文部科学省,2010)での報告においても次のように述べられている。「児童生徒一
人一人のよい点や可能性,進歩の状況等についても評価し,このような個人内評価を積極
的に児童生徒に伝えることが重要である。」このような現状の中において,ポー トフォリオ
では,選択と反省によつて, 自分の良さを視覚的に理解させることができるとともに,繰
り返し行われるフィー ドバックによつて,児童の進歩状況を教師と児童が相互に確認でき
るため,学習評価において,ポー トフォリオは児童側の視点から見ても,教師側の視点か
ら見ても効果が挙げられるのではないかと筆者は考える。
これらの定義や特質から,ポー トフォリオは学習者の活動の記録を分類したものであり,
話し合い活動のような学習者が自分の成果を実感じにくい活動に対して,視覚的に判断す
ることが可能であるため効果的であると筆者は考える。また,児学習が進むにつれて,児
童が自身の学習状況を集積 していくことができ,それに対して評価を行つていくことで自
己有用感に対しても効果を挙げることができると筆者は考える。
しかし,ポー トフォリオを集めて分類・整理を行うことは時間がかかり, ワール ド・カ
フェの取り組みをねらいとしている本研究では,時間がかかり過ぎ,両立は難しい。また,
話し合い活動に対してのポー トフォリオと学習内容の理解に対するポー トフォリオの作成
をするとなると, さらに手間と時間がかかる。
そこで,本研究では,ポー トフォリオ評価の中で,「一枚ポー トフォリオ評価」を取り入
れる。次節で,一枚ポー トフォリオの詳細について述べていく。
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第 2節 一枚ポー トフォ リオの捉え方 と活用の効果
前節では,ポー トフォリオについて概観を行い,その特徴と利点を挙げた。それととも
に,本研究において取り入れることの,難しさについても節の最後に述べた。
そこで,本節では,前節のポー トフォリオの中で,堀が実践している「一枚ポー トフォ
リオ評価 (OPPA)」について触れていく。その一枚ポー トフォリオを活用し,本実践での
評価方法を観点別に分け考察していく。
まずは,堀(2006)が述べている一枚ポー トフォリオ評価の定義について押さえておく。
「一枚ポー トフォリオ評価 (OPPA:One Page Portfolio Assessment;以下,OPPA
と略記)とは,編著者の堀哲夫が2002年に開発したもので,教師のねらいとする
学習の成果を,学習者が一枚のシー トの中に学習前 。中・後の学習履歴として記
録し,それを自己評価させる方法をいう。学習による変容を学習者自身が具体的
内容を通して可視的かつ構造化された形で自覚できるので,その変容から学ぶ意
味を感じ取ることができる。また,教師はそれを見て,授業評価に活用すること
ができるという利点がある。」(堀,2006,p.10)
この一枚ポー トフォリオについて堀 (2004)は他のポー トフォリオ評価と異なることを
次のように述べている。
「OPPAがそれと大きく異なっている点は,学習過程で得られる情報はどんなも
のでも得ようとするのではなく,あらかじめ必要とする情報に対する回答が一枚
のシー トの中に求められていて,それを書き終えると学習終了時に学習の全体構
造がひと日で把握できるようになつていることである。」(堀,2006,p.10)
このような一枚ポー トフォリオの中に記録された内容を評価するときに一枚ポー トフォ
リオという言葉を用いる。と堀は一枚ポー トフォリオと一枚ポー トフォリオ評価との区別
について説明をしている。
まず,一枚ポー トフォリオがどのような構成になつているのかを堀 (2006)を参考に提
示する。以下の図 5‐2は一枚ポー トフォリオの形式を堀 (2006)を参考に筆者が作成した
レイアウトである。一枚のワークシー トの中に,学習前の既知,学習後の知識,学習の感
想,学習を通して変容したことの4点をまとめている。
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図5-2 堀 (2006)を参考に一枚ポー トフォリオのレイアウ トを筆者が作成したもの
続けて,この一枚ポー トフォリオが教師と子どもにとつてどのようなねらいを持ってい
るのかについて述べていく。
まず,教師と子ども双方の視点からのねらいについてである。堀はどのようなものでも
教育の本質から外れていては意味がないことから,教育の意味を感 じ取らせることができ
るとして,一枚のシー トから学習履歴を利用する一枚ポー トフォリオが教師にも子どもに
も必要であることを述べている。
次に子どもの視点としてのねらいである。堀 (2006)は子どもの視点のねらいとして,
OPPによつて子どもの既有の知識や考えがどのように変容したのかを,学習目標に照らし
て自己評価させることができることを述べている。さらに,学習目標と自己評価を意識で
きることから子どもに学ぶ意味を感じ取らせるが可能となるという利点についても合わせ
て述べている。
最後に教師の視点としてのねらいである。堀 (2006)は,教師の視点のねらいとして,
一枚のシー トに学習履歴を残していくということから,診断的評価・形成的評価・総括的
評価のすべてを行 うことが可能であるという点で重要性を述べている。また,実践事例の
成果から「教師がねらつていることを具体的に実現することができる。」ということも利点
として挙げている。
堀 (2006)は一枚ポー トフォリオの利点を複数挙げている。一点目に挙げているのは情
報量の少なさという観点で挙げている。一枚ポー トフォリオは他のポー トフォリオ評価と
の違いで上述したように,書き込む情報を絞り込み精選している。この特質から情報に振
り回されない,学習の過程において収集した情報の活用,指導と評価の一体化への活用と
いう3点から一枚ポー トフォリオが子どもにとつても教師にとつても利点が多いというこ
とが述べられている。
2点目に挙げているのは,自己評価への効果という点で挙げている。堀は,自己評価は自
分の思考について思考を深めるメタ認知の能力を育てることが重要な要素であることを述
べている。一枚ポー トフォリオではその点において効果があることを述べている。今まで
の自己評価は情意面を問うものが多く,認知面へのアプローチが少ないことを問題として
挙げている。一枚ポー トフオリオでは,具体的内容を可視的にふり返ることが可能である
ことから情意面と認知面の両方から自己評価を行うことができていると述べている。また,
具体的な内容を学習履歴として残すことができるため,単なる記録で終わることなく,学
習過程に生かすことができたり,自己の変容を自覚できたりという点から,メタ認知に効
果があることを利点としている。
3点目は一枚ポー トフォリオの構成要素についてである。堀は一枚ポー トフォリオの学習
者が学習過程での変容を通して,学習後の知識や考えが学習前に比べてどのように変容し
たのかをメタ認知するという一連の流れを4つの区分に分けている。4つの区分は以下の通
りである。
①学習の出発点として,学習者の知識や考え
②学習過程の内容を示す学習履歴
③学習の到達点としての学習後の知識や考え
④学習履歴をふり返り自己の内容を意識化する自己評価
この4つの区分ごとに子どもと教師は関わりが行われる。堀 (2006)が示しているこの
流れの中で筆者が重要であると考えることは3点ある。1点目は学習前と学習後で同じ内容
での問いかけ,2点目は学習過程の中では問いかけは可能な限り同じ文言にする,3点目は
自己評価はメタ認知能力の育成をねらいとしている,の3点である。一枚ポー トフォリオ
は一枚で学習の流れがふり返られることが特徴である。そのために,学習者が同じ基準で
学習をふり返ることができるようにすることが重要であるとされる。
これらの利点がある一枚ポー トフォリオは児童が自身の変容を読み取りやすいという点
で本研究における自己有用感の実感を短いスパンで行つていくことが可能となることが考
えられる。また, ワール ド・カフェを行い,話し合いの中で,ホス ト側,ゲス ト側など立
場での変化, 自身の中の参加に対する姿勢についての変化,話していく中で, 自身が説明
をする力もしくは聴く力の変容など,様々 な観点で児童に一枚ポー トフォリオの作成に臨
ませることができるのではないかと筆者は考える。
しかし,ワー ル ド・カフェ形式による話し合いによる内容は,個々 人の知識のつなぎ合
わせから解決策を探つていく。この性質上,一枚ポー トフォリオは個人の変容となるので,
話し合いでの考えのつなぎ合わせについてのポー トフォリオ作成にするのか,個別にする
のかをはつきりさせていく必要があると考える。その視点がブレてしまうと学習目標も,
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教師のねらいもブレてしまう。一枚ポー トフォリオの特質を活用して, 自己有用感の向上
を児童がメタ認知できる仕掛けを本研究では授業デザインに取り入れることを考えていく。
上述した内容に留意を行いながら,ワー ル ド・カフェを取り入れた,「比例と反比例」の
単元の授業づくりを次章で行 う。第6章では,第2章から第5章の内容を踏まえた,授業
づくりを行つていく。
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第5章 話し合い活動を主とした授業案の提案
比例と反比例の単元において,数量の変化や対応の関係に気づくことができる能力を向
上さえることと,話し合いによる自己有用感の向上を育成するために,本研究では,話し
合い活動でワール ド・カフェを取り入れる。本章では,ワー ル ド・カフェを取り入れた実
践計画を行う。1節では,実践計画の概要を提示する。2節では実践計画における課題点と
今後,より実践を充実させていくためにどのような視点を改善していくかを概観する。
第 1節 授業の立案と概要
第 2節 授業案の成果 と今後の方向性
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第 1節 授業の立案 と概要
1章から4章まで,算数科での関係づける力や自己有用感を高める必要性,ワー ル ド・カ
フェの効果,一枚ポー トフォリオについて述べた。本節では,これまでの章を踏まえた上
で, 自己有用感を高めるための算数科における話し合い活動を取り入れた実践計画の概要
を述べる。
1.実践計画の目的
本実践計画の目的は,以下の2点である。
(1)ワール ド・カフェを活用した算数科授業を立案すること
(2)立案した授業が自己有用感を高めることにつながるかを評価・考察し,今後の授業
づくりへの示唆を得ること
2.実践計画の内容
単元名 「比例と反比例」(全16時間)
比例については,第5学年で,かんたんな比例の形について学習を行つている。また,
一方が2倍,3倍,・・ 。となるともう一方も2倍,3倍,・・ 。となる関係の原理について
第2学年のかけ算での乗数と積の関係でも学習を行つている。
本単元では,これらの既習事項を踏まえながら,図形の高さと面積との関係や時間と道
のとの関係を手がかりとして,比例についての指導を行う。
また,反比例においては,面積が一定の図形における,縦の長さと横の長さの関係や速
さと時間との関係などを手がかりとして,指導を行う。
これらの指導を行うことで,比例 。反比例における 2つの数量の変化と対応との関係に
気づくことができるようにする。こうして,比例 。反比例の 2つの数量の関係についての
理解を豊かにすることになる。
3.実践計画の方法
第 1章では,児童の学習内容や数学教育の考察,全国学力・学習状況調査問題の分析結
果から,数量関係の特徴や困難点について述べた。第2章では,本研究で着目している「自
己有用感」の捉え方を考察し,自己有用感向上についての意義を松田(1997)と片桐ら(2014)
の実践から考察した。第 3章では, ワール ド・カフェについて概観をした後,山梨大学付
属中学校 (2003)の実践を紹介し, ワール ド・カフェの有効性について述べた。第 4章で
は,学習成果の評価を行うために,ポー トフォリオ評価について述べた。さらに,一枚ポ
ー トフォリオについて堀 (2006)の説明をもとに紹介した。
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4.授業立案における各章の取り組みとの関連
1章では,「数量関係」領域において小学校学習指導要領解説算数編 (文部科学省,2008)
の内容から筆者は,「数量の変化や対応の関係に気づくことのできる能力」の習得の重要性
を述べた。また,同じ6年生で学習する理科での「てこのはたらき」の学習において,力
のつり合いが反比例の関係が活用されている。そうした,教科間のつながりを意識 した学
習の展開も必要である。さらに,この単元は中学以降の 1次関数や 2次関数の内容につな
がる。そのため,本単元の学習内容は,教科間や後の発展を意識 した単元計画に配慮する
必要がある。そのために表やグラフ,式の読み取る活動の重視が考えられる。それは,個
人で数値を読み取る活動であつたり,読み取つた情報を意見交流したりすることをスモー
ルステップで取り組みを行う。
2章では,自己有用感について概観 した。そこから,本研究における自己有用感の捉え方
を「自らの行動に対する重要な他者からの承認によつて安心感や充実感を得ること」とし
た。他者との関わりから自己有用感は他者からの承認が必要であることから協働での活動
に取り組む。また,先行研究から自己有用感に支えられた活動の中には,他者理解や試行
錯誤が含まれていることを本研究で考察した。そこから, 自己有用感を育むためには, 日
常生活において継続的に価値づけを行うことの重要性を明らかにした。本研究では授業実
践についての立案を行 うため,普段の学級経営について触れることはしないが,授業内に
おいても児童の発言や活動を価値づける姿勢を教師が見せて,学級全体がお互いに認め合
うことができる支持的風土を形成することが重要であると考える。
3章ではワール ド・カフェについて概観 し,先行研究を考察することで,ワー ル ド・カフ
ェを採用することの効果について述べた。ワール ド・カフェ特有の考えの可視化を活かし
た話し合い活動の場づくりを行う。場づくりを行うことで,対話が苦手な児童や説明が苦
手な児童,学力の低い児童への配慮をし,単元内容の全体での共通理解を図る。また,考
えを可視化することによつて考えの形成を焦点化しやすいというメリットも授業立案に活
かす。
4章では,ポー トフォリオについて概観 し,そこから利点と課題を取り上げた。その上で
一枚ポー トフォリオに着目した。一枚ポー トフォリオの利点である情報量の少なさと変容
を読み取りやすいということを活かし, ワール ド・カフェを通じて自分の理解したことを
記入するとともに,話し合い活動のついてのコメントを書き合い相互評価を取り入れるこ
とで,学習内容の再確認とともに学習に対する充実感を得ることを目的とする。
5.題材の関連と発展
本単元で学習する内容は前段階の学年の既習事項の上に成り立つ。第 6学年で学習する
「比例と反比例」の単元の学習過程は以下の図 6-1のように表す。図 6-1のように第 5学
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年で簡単な場合の比例を学習し,立体の体積を求めることを通して比例の具体的な事象に
触れる。第 6学年で文字式と比の学習を行い、変化と対応ついての理解を深める。それら
を踏まえて,本単元である「比例と反比例」を学習する。
年年
3 比例
簡単な場合の比例
2 直方体や立方体の体積
● 底面積が一定の立体は,体積
は高さに上ヒ例
6年
3 文字と式
文字を用いた式の表現
文字式を用いた具体的な場面の表
現
6年
8 比と比の値
比,比の値
等しい比の性質
比の利用, 比例配分
図6-1 「比例と反比例」の学習過程を教科書をもとに筆者が作成 (藤井ら,2015)
6.単元の目標
○比例 。反比例の関係について対応と変化の関係を読み取ることができる
○比例・反比例の変化の特徴を表やグラフに表すことができる。
【関心・意欲。態度】比例の関係に着目するよさに気づき,比例の関係を生活や学習に
活用しようとする。
【数学的な考え方】比例の関係を表や式,グラフに表し,特徴を一般化してとらえ,
身の回りから比例の関係にある2つの数量を見出して問題の解決に
活用することができる。
6年
11 比例 と反比例
比例式,性質
比例のグラフ
比例の利用
反比例の意味,式,性質
反比例のグラフ
62
【  技  能  】比例や反比例の関係にある2つの数量を関係や式,表やグラフに
表すことができる。
【知 識 。理 解 】比例や反比例の意味や性質,表やグラフの特徴について理解する。
7.指導計画
単元指導計画は以下の表61に示した。全 16時間の単元構想で,本時は7時間日である。
表6-1 「比例と反比例」の単元計画
次 時間 学習活動 評価基準
1 1
?
?
底面積が一定の四角柱の高さと
体積との関係や,速さが一定の時
間と道のりとの関係などから,比
例の特徴に気づく。
平行四辺形の高さと面積との関
係を表に表すことから, xとyと
の対応関係を式で表す。
【関】比例の関係に興味を持ち,そ
の関係を式に表そうとしている
【技】比例の関係を式に表すことが
できる。
?
? 底辺が一定の平行四辺形の,高さ
との面積との関係を表に表すこ
とから,比例する2つの数量の関
係を調べる。
【知】yがxに比例する時, xの値
が分数倍になると,それに伴つてy
の値も同じ分数倍になることを理解
している。
3 4
5
6
底辺が一定の平行四辺形で,高さ
と面積との関係をグラフに表し,
グラフから必要な情報を読み取
る。
比例する2つの数量のグラフを読
み取ることで,比例のグラフの特
徴を読み取る。
異なる2本の比例のグラフを読み
取ることで,事象の具体的場面を
読み取ることができる。
【技】比例の関係をグラフに表した
り,グラフから読み取つたりするこ
とができる。
【知】比例のグラフは原点を通る直
線になることを理解している。
【技】傾きの異なる2本の比例のグ
ラフから,それぞれの特徴や事象の
様子などを読み取ることができる。
4 7(本時) 比例を活用する問題に対して,話 【関】比例の関係を活用し,問題解
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89
し合い問題解決をすることで,比
例の学習内容をふ り返 り確認す
る。
一枚ポー トフォリオの記入から
学習内容を振り返り,自分の学習
状況を把握する。
一枚ポー トフォリオヘコメン ト
による相互評価を行い,学習内容
を深める。
決に活かそうとしている。
【数】比例の性質を理解し,事象を
比例を活用して表すことができる。
【知】比例の性質を理解している。
【数】他者へのコメントから,比例
の特徴や性質を認識している。
5 10
?
?
13
14
面積が決まつている四角形の,縦
の長さと横の長さとの関係や,道
のりが一定で,速さと時間との関
係などから,反比例の特徴を理解
する。
表の作成から反比例の性質を理
解し,反比例における2つの数量
の対応関係を理解する。
面積が一定の長方形の縦長さと
横の長さとの対応関係を表 した
表から,反比例の関係を式で表
す。
反比例の関係にある2つの数量の
表を読み取ることから,yとxと
の積は一定である対応関係を理
角ケする。
反比例の関係にある2つの数量の
表を読み取りや作成から,反比例
【関】2つの量の変わり方に興味を
持ち。表を使ってその関係を調べよ
うとしている。
【知】反比例の意味を理解している。
【関】反比例の関係に興味を持ち,
その関係を式に表そうとしている。
【技】反比例の関係を式に表すこと
ができる。
【知】yがxに反比例する時, xの
値が争害,:倍,・・・になると,それ
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の変化の特徴を読み取る。
反比例の関係にある2つの数量を
グラフに表すことで,反比例の特
徴を調べる。
に伴つてyの値は2倍,3倍,・・・
になることを理解している。
【技】反比例の関係をグラフに表し
たり,グラフから読み取つたりする
ことができる。
【知】反比例のグラフの特徴を理解
している。
6 16 単元の学習内容を確実に身につ
ける。
【知】基本的な学習内容を身につけ
ている。
8.本時の学習指導案
81.本時の目標
○比例の関係を理解し,2つの数量の関係を表やグラフ,式を用いて表すことができる。
8-2.本時の学習展開
学習活動,予想される児童の
反応 (○)
指導上の留意点・支援 評価基準・方法
1.問題を読み題意をつかむ。
○問題文を読む
○問題の題意をつかむ
画用紙 300枚を,全部
数えないで用意する方
法を考えましょう。
比例の表やグラフを使っ
を考えよう。
2.個人でどの方法を使って
考えるか,考える。
○各自でノー トに考え方を
記入する
問題に対 し,隣と話す ,
問題文を読む,つぶやく
などの取 り組む姿勢を認
める。
問題の情報として
①10枚の重さは73g
②枚数と重さは比例する
の2点を提示する。
画用紙を用意する方法
各自で問題の考え方を考
えさせ, ノー トに書かせ
る。
【評価の観点】
思考・表現
【評価規準】
比例を活用すること
で,おおよその数を見
つけられることを,表
やグラフ,式を用いて
説明することができ
る。
十分満足できる
話 し合いの過程で,表現
方法として,グラフや表 ,
式などから,枚数 と重 さ
とが比例関係であること
A.
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4.
○ 「表やグラフを使って考
えてみよう。」
3.班で話し合い, どのよう
な考えが出たのか,意見
交流を行う。
○「枚数が30倍だから重さ
も30倍になると思う。」
○ 「表にまとめてみよう。」
班の中で司会を残し,他
のメンバーは,他班の考
え方を収集してくる。
「○班はグラフを使って
たんだ。」
「こっちの考え方が分か
りやすいな。」
5.元の班に戻り, どのよう
な考え方を得たのか,班
の中で共有し,整理して
いく。
○集めてきた情報 (考え方)
を共有する。
○ 「あっちの班の考え方も
分かりやすかつたよ。」
○ 「その考え方すごく良い
ね。」
6.問題解決方法の発表を各
班で行う。
○班で見つけた考え方を発
表する、聴く。
○ 「わたしたちの班は 3つ
の考え方を見つけま し
・班の中で互いにノー トを
もとに,模造紙を活用し
て発表する (話を聴く),
ように促す。
意見交流を行 う時,IJIの
中で出た良いと思う考え
方を自分の意見として積
極的に話 していくことを
認める。
模造紙に書き込み,自分
達との書き込みとつなげ
させ,共通点や答えを見
つけていく作業を促す。
各班の発表を聴くとき,
作業を中止 して,聴くこ
とに集中させるよう指示
する。
を理解 し,比例の対応と
変化を説明できる。
B。おおよそ満足できる
。枚数と重さの関係が表や
グラフ,式などから比例
関係 と気づくことができ
る。
Cの児童への支援
。表を活用 して, xを○倍
すると,yも○倍するとい
う比例の性質 を確認す
る。
【評価の方法】
・観察
。模造紙
。発表
。ノー ト
○
○
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た。」
7.各班の発表から,比例を
活用するよさについて
発表する。
○本時の学習での気づき発
見を発表する
○ 「一つ分の重さを見つけ
るだいたいの数があ り
がとう。」
比例を活用することで ,
おおよその数量を見つけ
ることができることに気
づかせる。
本時の授業展開での板書計画を提示する。板書計画については,図 6‐2に示す。本時の板
書計画では,学力の低い児童や特別な支援を要する児童が,授業に参加しやすくなるよう
配慮を行つた。配慮を行つた点として本時の流れを提示し見通しを持つことができるよう
にしたこと,そして,それぞれの活動の中でどのような活動をするのかを合わせて板書し
た。さらに, 自分たちがどのような学習を本時で行つたかふり返りができるよう,全ての
班の活動中に書いた用紙を黒板に提示する。そうすることで, 自分たちの班と,他の班と
の学習過程を比較することができ,発表結果が同じでも自分たちの班の考え方を再認識す
ることができると考える。また,他の班の考え方を聴くことで,自分にとつて分かりやす
い問題解決方法を各児童が発見できるきつかけになると考える。
本研究で使用する一枚ポー トフォリオのレイアウトを図 6‐3,6‐4に示す。本研究では,
自己有用感の向上を目的とする授業立案のため,5章で述べた堀 (2006)の形式から次の2
点を変更した。
①一枚ポー トフォリオを折りたたみ式にすることで,見る部分を焦点化しやすくした。
図 6‐2 本時案での板書計画
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②個人だけでなく,友達からのコメントを書きこむことのできるスペースを確保した。
以上の実践計画を用いることで,児童の「数量の変化や対応の関係に気づくことができ
る能力」の向上, 自己有用感の向上を望むことができると筆者は考える。
話し合い活動の中で,児童同士が,自身と同じ考えを見つけられることの安心感や違う
考え方を見つけることの新たな発見などから,関数の考えに関する多角的な視点を得られ ,
図6-3 本研究における一枚ポー トフォリオのレイアウ ト (表面)
図6-4 本研究における一枚ポー トフォリオのレイアウ ト (裏面)
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比例関係の理解が深まると考える。また,話し合いの中で,表やグラフを活用させること
が2つの数量の関係概念を図式化することになる。そのことが比例関係の,「xの値が○倍
になると,それに対応するyも○倍になる」という比例の性質を視覚的に何度も確認する
ことができ,児童が比例ではない表との違いに気づくことができるようになると考える。
また,友達の意見を自分の意見として持てることから, 自分の考えが相手に伝えやすく
する試行錯誤の経験になると考える。個人で考え,班の中で友達との対話に発展させるこ
とで,各自の試行錯誤を共有にすることにつながる。この過程が自己有用感の向上につな
げることができる。
さらに,一枚ポー トフォリオの作成に 2時間あて,話し合いの内容を丁寧にふり返るこ
とで,本時の学習内容を深めることにつながる。また,一枚ポー トフォリオヘの相互評価
から,繰り返し学習内容を確認するだけでなく,自分の作成物が評価されたことによる充
実感を得ることが可能となると考える。
次節で,本研究における成果と今後の方向性について述べる。
69
第 2節 本研究の成果と今後の方向性
本節では,前節の授業案の成果と改善案について考察を行う。前節では,実践計画の概
要について示した。
前節の実践計画では単元の中で,学習内容のまとめとして,話し合い活動を取り入れ学
習内容の理解の練 り上げをねらいとした。また,学習内容のふりかえりとして,ポー トフ
ォリオを取り入れ,学習者が自身の学習履歴を確認できるよう配慮を行つた。
本研究の実践計画では,話し合い活動を取り入れ,児童の意見交流を重視した。そのこ
とにより,学習者は話し合いを通して,様々 な考えに触れ,他者の考えと自身の考えを関
連づけて考える力を伸ばすことができると考える。
また,本研究での分析,考察により,小学校における「比例と反比例」の単元における
関連と発展について,「数量関係」領域における児童の課題点の2点を明らかにすることが
できた。そして,明らかになったことを踏まえて配慮を行いながら授業の立案を行つた。
さらに, 自己有用感の定義について明らかにし,本研究における自己有用感の捉え方
「自らの行動に対する重要な他者からの承認によつて安心感や充実感を得ること」を確立
した。そして,その自己有用感を向上させるための授業の立案,一枚ポー トフォリオの作
成を行つた。それにより,本研究の問題である「不登校」を未然に防ぐ効果を上げること
が可能であると考える。
本研究を改善するために,今後の方向性として,2点の取り組みを行う。
1点日は話し合いの場づくりについてである。今回の実践計画では,話し合い活動の場を
教室で想定し計画を立てた。本研究で取り組む,ワー ル ド・カフェは模造紙を活用して,
話 し合いを行う。 しかし,教室では,各児童の机の高さに違いがあり,模造紙を活用しに
くいことが予想される。また,教室では児童の荷物が置いてあり,移動に障害がある。そ
のような事態を防ぐために,教室の環境を整えるもしくは特別教室の活用を検討する。の
どちらかを視野に入れて,授業構成を考える。
2点目はポー トフォリオのより効果的な活用法についてである。今回,ポー トフォリオは
一枚ポー トフォリオを活用し,話し合いの内容を可視化し, さらには相互評価で学習者が
お互いにコメン トをつけることで,学習に対する自己有用感の高まりをねらいとした。 し
かし,内容の理解に対してふり返りをできるが,話し合いの内容をポー トフォリオに組み
込むには情報量の整理が難 しいと考える。そのため,学習内容の確認のためのポー トフォ
リオとは別に,学習活動に対するポー トフォリオを制作し単元を通して,記録させていく
ことで,話し合いに限らず,児童の学習活動をより質の高いものにしていくことが可能で
はないかと考える。
本研究は,「数量関係」領域, 自己有用感, ワール ド・カフェ,一枚ポー トフォリオの 4
観点の考察を踏まえながら授業立案を行つた。 しかし,立案で留まり実践に踏み込むこと
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ができていないため,本研究で求める力が実際に児童に身につくかどうかは不明瞭である
ことが課題となる。また,本研究におけるワール ド・カフェは他者の立場理解と相手を受
け止める姿勢を必要としているため,発達段階的にまだ自己中心的な低学年においては難
しいと考える。また,一枚ポー トフォリオに対しても簡潔に文章をまとめることが低学年
にはまだ困難であると考える。そのため,低学年において実践を行 う場合, どのようなル
ールの改善や配慮が必要となるのかを今後検討していく必要がある。さらに,本研究の内
容を基として今後の実践に生かし,自己有用感や関係づける力を学校生活のどのような場
面に活かしていくことが可能であるかということを,今後継続して調査を行つていく。
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おわりに
本研究を執筆するにあたり,兵庫教育大学大学院教育研究科教育実践高度化専攻小学校
教員養成特別コース加藤久恵先生には,大変熱心なご指導を賜りました。この場をお借り
しまして,厚く御礼申し上げます。
また,本研究に対するご理解をいただき,連携協力交である神戸市立舞子小学校の大久
照義校長先生をはじめ,教職員の方々には授業を観察させていただく,多くの示唆を得る
指導助言をいただくなど,大変有益なご指導,ご教授をいただきました。また,子どもた
ちにつきましても,授業の感想や学習に対する思いなど,多くの意見を聞くことができま
した。心より感謝いたします。
さらには,本研究の執筆に携わり,様々 な機会を通じて適切な助言やご相談にお時間を
いただいた小学校教員養成特別コースの先生方,ならびに兵庫教育大学大学院の大学院生
の方々に心からお礼申し上げます。
改めて,本研究の作成に関わり助力いただいた全ての方々,ありがとうございました。
厚く御礼申し上げます。
田村 陽
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